
● イナカー（市営バス）の運行 
● 事務事業評価・行政改革 
● 北近畿豊岡自動車道 
● 子どもの救急 
● 市政ニュース 
● まちの話題 
● 元気発信 
● 保育園に広報マン・笑顔の輪 
● くらしの情報 
● １０月の主な行事 
● 文化施設巡り 
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過去最高の5,398人が 
　　　　　　神鍋高原を疾走！ 
過去最高の5,398人が 
　　　　　　神鍋高原を疾走！ 

第29回兵庫神鍋高原マラソン全国大会第29回兵庫神鍋高原マラソン全国大会
　８月３１日、神鍋高原の夏の風物詩・兵庫神鍋高原マラソン全国大会
〔ハーフマラソン・１０ｋｍ・５ｋｍ・ファミリージョギング（２ｋｍ）〕を、県
立但馬ドームを発着点とする神鍋高原周回コースで開催しました。
　当日は、前日までの雨も上がり、申込者５，７６３人のうち、５，３９８人（過
去最高）のランナーが出走。ランナーは、時折、厳しい日差しが照り付
ける好天の中、コース内に設けた給水所やシャワーで涼を取りながら
高原を駆け抜け、見事５，１１５人が完走しました。
　また、ランナーや会場を訪れた家族連れなどは、高原スイカやトマ
トのサービス、ニジマス釣りやつかみ取り、但馬牛のバーベキューな
どの各種アトラクションを満喫し、楽しい夏の思い出を作っていました。
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【
平
成　

年
】

１９

・
９
月　

日
、
全
但
バ
ス（
株
）が

２８

一
部
路
線
の
休
止
申
出

・　

月　

日
、
市
と
市
議
会
が
県

１０

１３

に
対
し
て
財
政
的
支
援
な
ど
の

要
望
書
を
提
出

・　

月　

日
、
市
庁
舎
内
に
検

１０

１８

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置

・　

月　

日
、
市
か
ら
全
但
バ
ス

１０

２３

（
株
）に
対
し
て
協
力
と
協
議
な

ど
の
要
望
書
を
提
出

・　

月　

日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

１１

１０

を
実
施
（
〜　

日
）

２８

・　

月　

日
、
第
１
回
市
地
域
公

１１

２８

共
交
通
会
議
を
開
催

・　

月
４
日
、
第
１
回
住
民
説
明

１２会
を
開
催
（
〜　

日
）

１８

【
平
成　

年
】

２０

・
１
月
７
日
、
市
職
員
が
ｅ
通
勤

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
施
（
〜
２
月

　

日
）

１５
・
１
月　

日
、
第
２
回
住
民
説
明

２８

会
を
開
催
（
〜
２
月　

日
）

１５

・
２
月　

日
、
休
止
対
応
策
の
基

２１

本
的
な
考
え
方
に
対
し
、
意
見

を
公
募
（
〜
３
月　

日
）

１０

・
３
月　

日
、
第
２
回
市
地
域
公

１２

共
交
通
会
議
を
開
催

・
４
月　

日
、
第
３
回
住
民
説
明

２１

会
を
開
催
（
〜
５
月　

日
）

１３

・
５
月　

日
、
第
３
回
市
地
域
公

１６

共
交
通
会
議
を
開
催

・
６
月　

日
、
市
有
償
旅
客
運
送

３０

条
例
を
制
定

・
８
月　

日
、
運
行
事
業
優
先
交

１９

渉
権
者
を
決
定

・
９
月　

日
、
市
営
バ
ス
沿
線
地

１０

域
に
運
行
チ
ラ
シ
を
配
布

・　

月
１
日
、
イ
ナ
カ
ー（
市
営

１０バ
ス
）の
運
行
開
始（
予
定
）

路
線
バ
ス
休
止
申
出
へ
の
対
応 

１０
月
１
日
か
ら 「
イ
ナ
カ
ー
（
市
営
バ
ス
）
」
を
運
行
し
ま
す 

経　

過

　市では、全但バス（株）からの一部路線の休止申出（１０月１日
から１１路線４１系統）を受け、持続可能な地域交通を目指して、
市としての路線維持に関する基本的な考え方を定め、住民説明
会での意見や生活交通実態アンケート結果を基に、路線ごとの
対応策を検討してきました。
　このたび、「実証運行計画」がまとまり、１０月１日から「イナカー
〔市営バス（有償旅客運送）〕」を運行することになりましたので、
お知らせします。

《問合せ》都市整備課交通政策係�２３－１７１２

▲イナカー（イメージ図）
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昨
年　

月
、
地
域
の
生
活
交
通

１１

に
関
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

に
必
要
と
な
る
事
項
な
ど
を
協
議

す
る
た
め
、
市
地
域
公
共
交
通
会

議
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

奥
田
副
市
長
を
は
じ
め
、
市
民
代

表
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
運
行
事

業
者
、
国
・
県
の
機
関
、
警
察
署

な
ど
か
ら
参
画
い
た
だ
き
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
含
め　

人
で
構
成
し

１７

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
３
回
の
会
議
を
開

催
し
、
活
発
な
議
論
を
い
た
だ
き

な
が
ら
路
線
バ
ス
休
止
申
出
へ
の

対
応
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
の
基
本
的
な
考
え
方
や
路
線

ご
と
の
対
応
策
の
説
明
、
ま
た
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
く

た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

▽
第
１
回
住
民
説
明
会

　

平
成　

年　

月
４
日
〜　

日
・

１９

１２

１８

５
会
場
・
２
６
４
人　

・
路
線
バ
ス
を
取
り
巻
く
現
状
と

休
止
対
応
策
検
討
の
進
め
方

▽
第
２
回
住
民
説
明
会

　

１
月　

日
〜
２
月　

日
・　

会

２８

１５

１１

場
・
６
０
４
人　

・
対
応
策
検
討
の
基
本
的
な
考
え

方
や
方
向
性
と
地
域
に
お
け
る

公
共
交
通
の
あ
り
方

▽
第
３
回
住
民
説
明
会

　

４
月　

日
〜
５
月　

日
・　

会

２１

１３

１１

場
・
３
２
３
人　

・
路
線
維
持
の
考
え
方
と
実
証
運

行
計
画
案

　

一
人
ひ
と
り
が
快
適
で
便
利
な

車
で
の
生
活
を
求
め
た
結
果
、
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
衰
退

の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
、
市
街
地

の
郊
外
化
、
交
通
事
故
の
増
加
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
起

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
職
員
が
そ

の
問
題
意
識
を
持
ち
、
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
通
勤

実
験
「
ｅ
通
勤
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

１
月
７
日
か
ら
２
月　

日
ま
で
の

１５

間
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
定
期
的
な

実
施
を
求
め
る
意
見
も
多
く
、
継

続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
課
題
を

整
理
し
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
事
業
所（
市
役
所
）だ

け
の
取
組
み
で
は
な
く
、
全
市
的

な
広
が
り
の
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

① 「市民の足は確保する」を基 
　 本に検討する。 
② 地域の需要特性に応じた対応 
　 策を路線ごとに検討する。 
③ 地域で支え合う生活交通を模 
　 索する。 
④ 事業の評価と見直しの仕組み 
　 を構築する。 

基本的な考え方 

▲住民説明会（２月７日、高橋小
　学校）

▲「ｅ通勤」にチャレン
ジした中貝市長

生活交通実態調査に関するアンケートの実施

　昨年１１月１０日から１１月２８日までの間、休止対象路線
沿線に在住の市民の方をはじめ、無作為抽出された市
民の方を対象に生活交通実態調査に関するアンケート
を実施しました（主なもののみ掲載）。
◇配布世帯数　６，７５７世帯　回収枚数　３，６１０枚

路線バスなどを維持するための
市の財政負担

　路線バスをはじめとしたバス交通
を維持するために、国、県および市が路
線バス事業者（全但バス（株））に対し
補助金（運行経費から運賃収入を差
し引いた差額）を支出しています。
　利用者の減少や燃料費の高騰など
により、その金額は年々増加の一途
をたどっています。

バス利用への転換の可能性 バス利用に転換しない理由 

ある 
16.2％ 

無回答 
18.6％ 

ない　65.2％ 

時間がかかる 
26.7％ 

無回答 
4.4％ その他 

8.0％ 
身体的に 

利用が無理 
3.5％ 

バス停が遠い 
11.5％ 

他の手段が楽 
21.9％ 

運賃が高い 
24.0％ 

（複数回答） 

市が路線バスなどを維持 
するために補助した金額 

0 2 4 6 8 10 12

8,991万円 

9,090万円 

1億455万円 

Ｈ17年度 

Ｈ18年度 

Ｈ19年度 

（千万円） 

市
地
域
公
共
交
通
会
議

住
民
説
明
会

ｅ
通
勤
チ
ャ
レ
ン
ジ
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田舎まち・豊岡の市民の 
日常的移動手段となるようなイメージ 

ｅｎａｃａｒの「ｅ」 
・Ecological 
・Everyone 
・Everyday

　…環境にやさしい 
……みんなの 
……毎日 

エ　コ　ロ　ジ　カ　ル 

エ　ブ　リ　ー　ワ　ン 

エ　ブ　リ　ー　デ　イ 

運行方法 
定時運行 

デマンド運行 
（※） 

車両形式 
バス 
バス 

乗合タクシー 

記　号 

4
3

2

1
5

7

6

8

１２ 

１２ 

9
１２ 

１２ 

１２ 

１１ 

１０ 

■実証運行期間（実証運行期間中の利用実績により平成２２年４月１日から路線廃止の場合もあります） 

10/1 H21  9/30 Ｈ22  3/31

実証運行期間（１年間） 
評価および計画 
見直し期間 

・運行を維持する路線 
・計画の見直しをする路線 
・運行を廃止する路線 

電話番号住所運行事業者路線番号地域

２３－２５２５
３２－２５１４

泉町４２１‐１
城崎町湯島９０３‐１

日本交通㈱豊岡営業所
日本交通㈱本社営業所

赤石線①豊岡
気比三原線②豊岡・城崎
宇日日和山線③豊岡・竹野

２３－２２８６梶原３３７‐１全但バス㈱豊岡営業所
竹野海岸線④

竹野
竹野南線⑤

２９－５０６０三宅７２０‐６㈱ランドウェイ本社営業所

三方線⑥
日高

八代線⑦
奥山線⑧

出石
奥小野線⑨

５６－１８００但東町太田３００‐２㈲京都さくら観光豊岡営業所
天谷佐々木線⑩

但東 河野辺線⑪
合橋高橋資母線⑫

【運行事業者】

※デマンド運行…多くの利用者が見込めない路線や区間で、ルートや乗降所、ダイヤをあらか
じめ定めておき、利用者の予約に応じて運行するものです。なお、予約のな
い場合は運行しません。
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【乗車券】
その他販売場所料金種類

・回数券は、バス車内

でも販売しています。

・通学定期購入の際は、

通学証明書が必要で

す。

都市整備課および

各総合支所総務課

５００円（５０円券１２枚綴り）５００円回数券
回数券

１，０００円（１００円券１２枚綴り）１，０００円回数券

所要の往復運賃×３０日分×７０％１カ月

普通定期券 １カ月普通定期×３カ月分×９５％３カ月

１カ月普通定期×６カ月分×９０％６カ月

所要の往復運賃×３０日分×６０％１カ月

通学定期券 １カ月通学定期×３カ月分×９５％３カ月

１カ月通学定期×６カ月分×９０％６カ月

《問合せ》都市整備課交通政策係�２３－１７１２

　2人の子どもが三原と
港東小学校 (気比 )・港
中学校の間をバスで通
学しています。仕事な
どの関係で送り迎えがで
きないので、10 月から
バスがどうなるのか心配

でした。でも、引き続きバスが走ることになっ
て、ホッとしています。しかし、1年後には運
行路線等の見直しがあるので、みんなにバス
に乗ってほしいです。 

　出かけるときは、自家
用車があるので、年に
数回しかバスを利用しま
せんが、地区内の高齢
者は、診療所や地区公
民館の行き帰りに、定
期的にバスを利用してい
ます。バスが通ることで人の流れができ、地
区の活性化につながっていると思います。今
後もみんなでバスのあり方について考えていき
たいです。 

　4 年生から和屋と小
学校の間をバスで通学
しています。3 年生まで
は、その間、約 3.2km
を徒歩で通学していまし
た。バスに乗ると約 10
分で行き来できるのでと
ても便利です。でも、
バスがなくなると、

幼稚園児も歩くのが大変なので、こ
れからもバスが走ってほしいです。
10月からバスのデザインが新しく
なるので楽しみです。 

　薬王寺と出石の間を
約 1時間 10分かけてバ
スで通学しています。
土・日曜日も部活動や買
物などで、バスを利用し
ています。10月からは、
出合で乗り換えになりま
すが、乗り継ぎ時間

が調整してある
ので有難いです。今後もバスを利
用する方があるので、バス路線を
維持してほしいです。 運行を前に 

市民の思い 

「新しいバスが 
　  来るのが楽しみ」 

「バス路線を 
　　維持してほしい」 

「みんなに 
　バスに 
　　乗ってほしい」 

「地区の 
　活性化の 
　 ためにも」 

栄次沙耶香さん 
（出石町上村） 
福住小６年 

井上健太さん 
（但東町薬王寺） 
出石高校１年 

岡田恵子さん 
（三原） 

冨森直文さん 
（竹野町椒） 

▲このバス停が目印

【運賃】
運　　　賃区　　　分

・初乗り１００円
・その後２．５ｋｍごとに１００円加算
・上限４００円

大人（中学生以上）

・通常運賃の半額
　（障害者は、下車するときに手帳を提示してくだ
さい）

子ども（小学生以下）

障害者と介護者

・無料
　（大人または子どもに同伴された乳幼児３人まで）

同伴の乳幼児（小学生未満）
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９
月
１
日
、
平
成　

年
度
第
３

２０

回
市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
中
貝
市
長
か
ら
歴

史
・
伝
統
を
活
か
し
た
施
設
竣
工

に
つ
い
て
報
告
し
、
続
い
て
、
当

面
す
る
市
政
の
諸
課
題
な
ら
び
に

提
出
議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

６
月　

日
、
稲
葉
川
土
地
区
画

１３

整
理
審
議
会
を
設
置
し
、
本
年
度

末
の
仮
換
地
指
定
を
目
指
し
、
河

川
用
地
取
得
議
案
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
物
件
の
移
転
補
償

交
渉
に
つ
い
て
は
、
鋭
意
交
渉
を

進
め
て
い
ま
す
。

○
常
備
消
防
の
広
域
化

　

県
で
は
、
消
防
組
織
法
の
改
正

を
受
け
て
消
防
広
域
化
を
検
討
し

て
お
り
、
但
馬
地
域
の
４
つ
の
消

防
本
部
を
一
つ
に
す
る
素
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
但
馬
の
他
市
町
は

素
案
に
賛
成
で
し
た
が
、
本
市
で

は
、
①
広
大
で
山
が
ち
な
但
馬
地

域
で
は
広
域
化
の
具
体
的
メ
リ
ッ

ト
が
あ
ま
り
な
い
②
首
長
は
防
災

ト
ッ
プ
と
し
て
総
合
的
な
責
任
を

負
っ
て
お
り
、
市
職
員
や
消
防
関

係
機
関
に
対
す
る
指
揮
命
令
系
統

が
首
長
の
下
に
一
元
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
な
ど
か

ら
、
消
防
広
域
化
に
賛
成
で
き
な

い
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

○
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー
整
備

　

北
但
１
市
２
町
で
整
備
を
進
め

て
い
る
療
育
施
設
の
愛
称
を
、
優

し
い
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「 
風 
」

ふ
ぅ

と
し
ま
し
た
。
９
月　

日
に
竣
工

２７

式
を
行
い
、　

月
１
日
か
ら
開
設

１０

し
、
総
合
的
な
障
害
児（
者
）療
育

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
の
社
会
福

祉
法
人
神
戸 
聖  
隷 
福
祉
事
業
団
が
、

せ
い 
れ
い

施
設
内
に
障
害
児（
者
）を
対
象
と

し
た
診
療
所
を
平
成　

年
４
月
に

２１

開
設
す
る
予
定
で
、
障
害
児
を
専

門
に
診
る
小
児
科
医
師
と
精
神
科

医
師
が
勤
務
さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

　
　
　
　
　
　

野
生
復
帰
の
推
進

　

野
外
で
生
ま
れ
た　

羽
の
ヒ
ナ

１０

が
無
事
に
巣
立
ち
、
幼
鳥
が
遠
く

は
長
崎
県
に
も
訪
れ
る
な
ど
、
明

る
い
話
題
を
振
り
ま
い
て
い
ま
す
。

　

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
に
つ

い
て
は
、
湿
地
内
人
工
巣
塔
の
ヒ

ナ
の
巣
立
ち
を
待
っ
て
本
格
的
な

工
事
に
着
工
し
た
こ
と
か
ら
、
全

体
の
工
期
が
予
定
よ
り
ず
れ
込
む

見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
冬
鳥
の

飛
来
時
期
や
城
崎
温
泉
を
中
心
と

す
る
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン
の
来
客
を
考

慮
し
、
部
分
的
な
オ
ー
プ
ン
を
含

め
、
供
用
開
始
の
時
期
を
検
討
し

ま
す
。
今
期
議
会
に
は
指
定
管
理

料
に
関
す
る
補
正
予
算
を
提
出
し
、

指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
に
つ
い

て
は
次
期
定
例
会
に
提
出
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
を
核

と
し
た
円
山
川
下
流
域
を
中
心
と

す
る
エ
リ
ア
を
対
象
に
、
国
際
的

に
重
要
な
湿
地
と
し
て
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
へ
の
湿
地
登
録
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
本
年
、
韓
国
で
開
催

さ
れ
る
第　

回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

１０

締
約
国
会
議（ 
Ｃ
Ｏ
Ｐ　
 
）の
関
連

コ 

ッ 

プ 

テ 

ン

事
業
「
子
ど
も
ラ
ム
サ
ー
ル
会

議
」
に
市
内
小
学
校
の
児
童
を
派

遣
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
関
す
る
取

組
み
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
私

も
参
加
し
、
円
山
川
下
流
域
を
条

約
登
録
で
き
る
よ
う
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

円
山
川
下
流
域
が
平
成　

年
に
開

２３

催
予
定
で
あ
る 
Ｃ
Ｏ
Ｐ　
 
で
登
録

コ 

ッ 

プ 

イ
レ
ブ
ン

さ
れ
る
よ
う
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

○
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

　

山
陰
海
岸
一
帯
は
、
日
本
列
島

が
約
２
、５
０
０
万
年
前
に
地
殻

変
動
と
火
山
活
動
に
よ
り
大
陸
か

ら
離
れ
た
こ
ろ
の
痕
跡
が
見
ら
れ

る
大
変
貴
重
な
地
域
で
も
あ
り
、

逆
転
磁
場
と
い
う
地
球
科
学
史
上

重
要
な
現
象
が
世
界
で
初
め
て
発

見
さ
れ
た
玄
武
洞
や
約
２
万
年
前

の
神
鍋
山
の
火
山
活
動
の
痕
跡
等
、

ジ
オ
パ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
素
材

を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
東
は
京
丹
後
市
か
ら

西
は
鳥
取
市
ま
で
の
関
係
市
町
と

３
府
県
、
関
係
団
体
で
「
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
を

設
立
し
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
る
た
め
、

７
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

へ
認
定
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
現

在
、
審
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、　
１０

月
末
に
は
日
本
か
ら
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
申
請
す

る
地
域
が
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
る

と
、
世
界
的
知
名
度
が
高
ま
り
、

観
光
地
と
し
て
の
付
加
価
値
が
高

ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
兵
庫
県
大
型
観
光
交
流

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
組
み

　

来
年
開
催
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
向
け
て
、
東
京
、
広
島
市
お

よ
び
福
岡
市
の
旅
行
代
理
店
を
訪

問
し
、
本
市
の
旅
行
商
品
化
に
向

け
て
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
作
成
さ
れ
、

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ

ま
す
が
、
引
き
続
き
積
極
的
に

ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

○
国
道
１
７
８
号
の
豪
雨
時
の

　
　
　
　
　
　
　

交
通
確
保
対
策

　

国
道
１
７
８
号
、
福
田
の
卸
売

市
場
付
近
は
、
豪
雨
時
に
道
路
が

冠
水
し
て
通
行
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
改
善
が
長
年
の

懸
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

県
に
お
い
て
道
路
を 
嵩  
上 
げ
す
る

か
さ 

あ

た
め
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と
設

計
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業

　

当
初
は
、
本
年
度
か
ら
着
手
し
、

平
成　

年
度
完
成
予
定
と
し
て
い

２４

ま
し
た
が
、
国
・
県
の
指
導
を
受

け
て
、
平
成　

年
度
の
完
成
を
目

２３

指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
８
月　
１９

日
に
は
、
事
業
認
可
お
よ
び
補
助

金
の
交
付
決
定
を
受
け
ま
し
た
の

で
、
土
地
の
追
加
取
得
の
補
正
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

市 
政 

の 

動 

き 
市
長
総
括
説
明
から 

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

○ 
稲  
葉 
川
土
地
区
画
整
理
事
業

い
な 
ん
ば

１０

１１
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○
市
営
バ
ス
事
業

　

全
但
バ
ス（
株
）の
路
線
休
止
対

応
と
し
て
、　

月
か
ら
市
が
バ
ス

１０

事
業
を
行
う
こ
と
と
し
、
過
日
、

事
業
を
委
託
す
る
優
先
交
渉
事
業

者
を
選
定
し
、
現
在
、
運
行
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
市
営
バ
ス
事
業
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
愛
称
を
「
ｅ
ｎ
ａ
ｃ
ａ
ｒ

        

」

イ　　　
ナ　　　
カ　　　
ー

と
し
ま
し
た
。

○
学
校
施
設
整
備
計
画
の
推
進

　

豊
岡
北
中
学
校
教
室
棟
の
耐
震

補
強
等
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
夏

休
み
期
間
中
に
大
部
分
の
工
事
を

終
え
、
仕
上
げ
工
程
に
入
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
頻
発
し
て
い
る
国
内
外

の
大
地
震
を
契
機
に
、
地
震
防
災

特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、
倒
壊

等
の
危
険
度
が
高
い
建
物
に
つ
い

て
の
補
助
率
嵩
上
げ
等
や
耐
震
工

事
と
同
時
に
行
う
改
修
工
事
の
補

助
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
を
踏
ま
え
、
市
と

し
て
も
、
危
険
性
が
高
い
建
物
か

ら
早
期
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
五
荘
小
学
校
と
日
高
小
学
校

の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
も
本
年
度

に
前
倒
し
し
て
行
い
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
日
高
総
合
支
所
庁
舎

改
修
整
備
事
業

　

日
高
総
合
支
所
庁
舎
を
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
庁
舎
機

能
を
持
つ
施
設
と
す
る
た
め
、
１

階
に
支
所
機
能
、
２
階
に
図
書
館

日
高
分
館
、
３
階
に
子
育
て
セ
ン

タ
ー
を
拡
充
す
る
改
修
計
画
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
耐
震
強
度
の

不
足
が
判
明
し
ま
し
た
の
で
、
再

検
討
し
、
１
階
に
図
書
館
日
高
分

館
を
配
置
、
支
所
機
能
を
１
階
と

２
階
に
分
散
し
、
合
わ
せ
て
耐
力

確
保
を
図
る
補
強
工
事
を
実
施
す

る
こ
と
に
変
更
し
ま
し
た
。
現
在

実
施
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
㈲
但
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
解
消

　

㈲
但
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
臨
時
株
主
総
会
を
経
て
、
市

の
出
資
金
全
額
の
返
還
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
は
解
消
さ
れ
、
完
全
民

営
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

○
過
払
い
金
の
取
立
て
訴
訟

　

市
税
滞
納
者
が
消
費
者
金
融
業

者
か
ら
借
入
れ
を
し
て
い
る
債
務

に
つ
い
て
、
支
払
い
義
務
の
な
い

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
分
で
過
払
い

金
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

本
年
１
月
に
過
払
い
金
の
不
当
利

得
返
還
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
、

消
費
者
金
融
業
者
に
返
還
請
求
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
支
払
い
に
応

じ
な
い
た
め
、
取
立
て
訴
訟
を
提

起
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
原
油
等
価
格
高
騰
対
策

　

原
油
価
格
高
騰
が
市
民
生
活
を

圧
迫
し
、
特
に
燃
料
コ
ス
ト
が
多

く
を
占
め
る
分
野
や
中
小
企
業
な

ど
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
緊
急
特
別
対
策
と

し
て
、
①
工
事
請
負
契
約
に
お
け

る
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適
用
②

現
行
の
短
期
お
よ
び
長
期
の
中
小

企
業
融
資
制
度
の
利
子
補
給
③
畜

産
業
で
は
家
畜
飼
料
特
別
支
援
資

金
の
利
子
補
給
、
漁
業
で
は
経
営

資
金
の
利
子
補
給
と
本
年
度
に

限
っ
た
漁
獲
共
済
加
入
促
進
の
補

助
率
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

○
行
政
改
革

　

現
在
、
平
成　

年
度
か
ら　

年

１８

２１

度
ま
で
を
推
進
期
間
と
し
た
行
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も

事
務
事
業
評
価
は
、
本
年
度
初
め

て
導
入
す
る
も
の
で
、
１
、
７
９

２
に
ま
と
め
た
す
べ
て
の
事
務
事

業
に
つ
い
て
、
担
当
部
課
で
１
次

評
価
を
行
い
、
一
部
の
事
務
事
業

は
外
部
評
価
を
実
施
し
、
２
次
評

価
を
経
て
、
評
価
作
業
を
終
え
ま

し
た
。
評
価
の
結
果
は
公
表
し
、

今
後
の
予
算
編
成
等
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
行
革
措
置
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
、
人
件
費
で

は
、
臨
時
職
員
数
の
削
減
お
よ
び

正
規
職
員
数
と
時
間
外
勤
務
手
当

の
さ
ら
な
る
抑
制
を
行
い
、
平
成

　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
６
年

２１

２６

間
に
約
５
億
８
千
万
円
の
削
減
の

上
乗
せ
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
職

員
提
案
に
よ
る
年
間
約
２
千
万
円

の
削
減
も
見
込
ん
で
い
ま
す
。

○
都
市
計
画
税
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
見
直
し

　

見
直
し
の
た
め
の「
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
」
議

案
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
に
お
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
見
直
し
に
よ
る
受
益
を
よ

り
感
じ
て
い
た
だ
け
る
予
算
の
特

別
枠
の
確
保
に
つ
い
て
示
唆
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
都
市

計
画
税
の
廃
止
に
伴
う
超
過
課
税

に
よ
る
財
源
確
保
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

特
に
要
望
が
多
く
、
緊
急
性
が
高

い
、
鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
対
策
事

業
と
生
活
道
路
排
水
路
等
整
備
緊

急
対
策
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

○
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等

　

地
方
自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
止
す
る
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
、
自
治
体
は
、
各
財
政

健
全
化
比
率
と
公
営
企
業
会
計
に

係
る
資
金
不
足
比
率
を
議
会
に
報

告
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
決
算
か
ら

２０

は
、
指
標
が
早
期
健
全
化
基
準
以

上
と
な
る
と
、「
早
期
健
全
化
団

体
」
と
な
り
、
財
政
再
生
基
準
以

上
と
な
る
と
、
国
の
管
理
下
で
財

政
再
建
を
図
る「
再
生
団
体
」
と

な
り
ま
す
。
平
成　

年
度
決
算
は
、

１９

い
ず
れ
の
比
率
も
早
期
健
全
化
基

準
未
満
で
し
た
。

○
市
土
地
開
発
公
社
保
有
地
の

買
戻
し

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
、

公
社
の
負
債
額
も
指
標
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
公
社
保
有
地

の
整
理
が
よ
り
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
公
社
が
保
有
す
る
Ｊ

Ｒ
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業
用
地

と
公
社
の
長
期
保
有
資
産
の
一
部

用
地
を
買
い
戻
す
た
め
の
補
正
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
買
戻
し

に
よ
り
、
公
社
は
、
民
間
金
融
機

関
か
ら
の
借
入
金
の
半
分
以
上
の

繰
上
償
還
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

■
市
政
の
運
営

■
人
生
を
楽
し
み
お
互
い
を

支
え
合
う
ま
ち

'
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平
成　

年
度
に
本
庁
・
総
合
支

１９

所
で
行
っ
た
全
事
務
事
業
お
よ
び

そ
れ
を
構
成
す
る
全
業
務
を
対
象

に
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
１
次
評
価
と
し
て
担
当

部
課
自
ら
が
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

評
価
は
、
Ａ（
継
続
）、
Ｂ（
改
善

〈
小
〉が
必
要
）、
Ｃ（
改
善〈
大
〉が

必
要
）、Ｄ（
休
廃
止
を
検
討
）の
４

つ
の
区
分
で
判
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
１
次
評
価

を
踏
ま
え
、
評
価

の
客
観
性
や
透
明

性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
専
門
的
知

識
や
市
民
感
覚
か

ら
の
評
価（
外
部

評
価
）も
合
わ
せ

て
行
う
こ
と
と
し
、
学
識
者
や
市

民
で
構
成
さ
れ
る
事
務
事
業
評
価

委
員
会
を
設
置
し
、　

事
業
に
つ

３０

い
て
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
、
市
の
重
要
な
課

題
を
判
断
す
る
経
営
戦
略
会
議
や

政
策
調
整
部
に
お
い
て
２
次
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

１　
評
価
の
経
過

事
務
事
業
数

業　

務　

数

１
、７
９
２
事
業

４
、１
０
５
業
務

事務事業評価の結果をお知らせします 事務事業評価の結果をお知らせします 事務事業評価の結果をお知らせします 
　市では、事務事業を見直し、説明責任を一層強く果たすため、事務事業評価を今年度から
導入しました。 
　初めての試みということもあり、導入に当たっては、まずこれまでの事業を細分化し、そ
れを総合計画の政策・施策体系に沿って、新たな事務事業に作り直す作業を行いました。次に、
細分化した単位ごとに事業費を出し、それに概算人件費を加えた「フルコスト」を算出しました。 
　これら評価のための準備を含め、全１，７９２事務事業とそれを構成する全４，１０５業務について
約１年半をかけて評価を行いましたので、結果をお知らせします。 

　

個
々
の
事
務
事
業
の
評
価
結
果

（
約
３
、７
０
０
ペ
ー
ジ
）に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、政
策
調
整
課（
東
庁
舎
別

館
３
階
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
行
政
改

革
係
�　

－

９
０
２
２

２１

①
１
次
評
価
の
結
果

②
２
次
評
価
の
結
果

③
外
部
評
価
（
事
務
事
業
評
価
委

員
会
の
評
価
）
と
２
次
評
価

　

外
部
評
価
と
２

次
評
価
で
は
、
関

係
者
間
の
協
議
の

必
要
性
や
さ
ら
な

る
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、
い
く
つ
か
評
価
が
異

な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

評
価
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た

方
向
性
（
継
続
・
改
善
・
廃
止
）

に
沿
っ
て
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
今

後
の
予
算
編
成
・

組
織
改
正
等
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。

２　
評
価
の
結
果

Ａ（
継
続
）

Ｂ（
改
善
小
）

Ｃ（
改
善
大
）

Ｄ（
休
廃
止
）

６
９
２
事
業

８
８
９
事
業

１
６
０
事
業

　

事
業

５１

Ａ（
継
続
）

Ｂ（
改
善
小
）

Ｃ（
改
善
大
）

Ｄ（
休
廃
止
）

３
６
０
事
業

１
、２
９
８
事
業

１
２
７
事
業

７
事
業

３　
評
価
後
の
展
開

▲事務事業評価シートの綴り

ＡＢＣＤ

外
部
評
価

２
事
業

　

事
業

１７
　

事
業

１０１
事
業

２
次
評
価

３
事
業

　

事
業

２０７
事
業

０
事
業

※上記シート①のほかに業務単位で評価したシート②があります。

〈記載例〉
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行
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画

に
基
づ
く
平
成　

年
度

１９

取
組
み
結
果

効
果
額　

３
億
５
８
５
８
万
円

（
計
画
効
果
額　

３
億
３
２
４
１
万
円
）

着
実
に
行
政
改
革
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

着
実
に
行
政
改
革
を
実
施
し
て
い
ま
す
！ 
着
実
に
行
政
改
革
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

着
実
に
行
政
改
革
を
実
施
し
て
い
ま
す
！ 
着
実
に
行
政
改
革
を
実
施
し
て
い
ま
す
！ 

に
向
け
て
縮
小
、
施
設
管
理
の
見

直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

５　
効
率
的
・
効
果
的
な
組
織
の
確
立

　

効
果
額　

９
９
８
０
万
円

　

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

退
職
者
数
に
対
す
る
職
員
の
採
用

数
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職

員
数
を　

人
削
減
す
る
な
ど
し
ま

１２

し
た
。

６　
そ
の
他

　

効
果
額　

６
７
１
４
万
円

　

上
下
水
道
事
業
に
お
い
て
、
浄

水
場
宿
日
直
の
廃
止
、
下
水
施
設

の
維
持
管
理
委
託
方
法
の
見
直
し

や
、
職
員
等
給
与
の
寒
冷
地
手
当

段
階
的
廃
止
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

１　
借
入
金
の
繰
上
償
還

　

高
金
利
時
代
の
借
入
金
を
繰
上

償
還
す
る
（
借
金
を
当
初
の
予
定

よ
り
早
く
返
済
す
る
）
こ
と
に
よ

り
、
平
成　

年
度
ま
で
で
８
億
３

２６

６
７
３
万
円
の
支
払
利
息
の
削
減

を
図
り
ま
す
。

２　
人
件
費
の
削
減

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

２１

２６

の
６
年
間
で
、
正
規
職
員
数
削
減

の
さ
ら
な
る
推
進
、
臨
時
職
員
数

の
削
減
、
時
間
外
勤
務
手
当
総
額

の
抑
制
な
ど
を
進
め
、
５
億
７
６

５
３
万
円
の
人
件
費
の
削
減
を
上

乗
せ
し
ま
す
。

３　
そ
の
他

　

職
員
提
案
の
経
費
削
減
ア
イ
デ

ア
に
よ
り
、
年
間
２
０
０
０
万
円

の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
委
託
し
て
い

た
び
ん
・
か
ん
の
処
理
を
、
豊
岡

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
整
備
し
、

直
接
処
理
す
る
こ
と
で
、
平
成　
２０

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
５
年
間

２４

で
１
億
２
６
６
万
円
の
削
減
効
果

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
当

初
予
定
し
て
い
た
平
成　

年
度
か

１９

ら　

年
度
ま
で
の
８
年
間
の
行
政

２６
改
革
効
果
額　

億
４
６
８
９
万
円

８１

に
、
新
た
な
削
減
額　

億
３
５
９

１６

２
万
円
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
に
よ

り
、　

億
８
２
８
１
万
円
の
行
政

９７

改
革
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
持
続
可
能
な
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
歳
入
の
確
保
と
歳

出
の
削
減
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
改
革
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

１　
財
政
構
造
改
革
の
推
進

効
果
額　

３
１
０
８
万
円

　

未
利
用
土
地
を
売
却
し
ま
し
た
。

２　
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

　

効
果
額　

３
４
６
６
万
円

　

温
泉
割
引
券
発
行
業
務
や
森
林

管
理
巡
視
業
務
の
廃
止
、
長
寿
祝

金
支
給
事
務
の
見
直
し
な
ど
を
行

い
、
経
費
の
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

３　
補
助
金
改
革

　

効
果
額　

１
億
６
１
５
万
円

　

商
工
会
議
所
・
商
工
会
運
営
・

活
動
補
助
金
、
観
光
協
会
補
助
金

な
ど
の
２
割
減
額
、
社
会
福
祉
法

人
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
助
成
金

な
ど
の
１
割
減
額
、
児
童
遊
具
設

置
･
改
修
事
業
補
助
金
な
ど
の
廃

止
を
行
い
ま
し
た
。

４　
民
間
活
力
の
導
入

　

効
果
額　

１
９
７
５
万
円

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
を
民
営
化

さ
ら
な
る
行
政
改
革
の
取
組
み

計
画
効
果
額
（
平
成　

年
度
〜

１９

　

年
度
累
計
）

２６

　

億
３
５
９
２
万
円
を
追
加

１６

　

市
で
は
、
行
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画
を
策
定
し
、
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、
約
３
億
５
８
５
８
万
円
の

１９

経
費
を
削
減
し
、
計
画
を
２
６
１
７
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
取
組
み
結
果
お
よ
び
さ
ら
な
る
行
政
改
革
の
取
組

１９

み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
行
政
改
革
係
�　

－

９
０
２
２

２１

差引実績効果額計画効果額行政改革検討項目

△１８９２３１０８５０００
財政構造改革の
推進

０３４６６３４６６
事務事業の
整理合理化

５９５１億６１５１億２０補助金改革

０１９７５１９７５民間活力の導入

５４９９８０９９２６
効率的・効果的な
組織の確立

３８６０６７１４２８５４その他

３８３１５２３１１４００
地方公営企業の
経営健全化

２９１４８３１４５４給与の適正化

２６１７３億５８５８３億３２４１合　　　計

■平成１９年度の行政改革取組結果（単位：万円）

行
政
改
革
計
画
効
果
額
総
額

　

億
８
２
８
１
万
円

９７
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昨
年
８
〜
９
月
に
全
戸
を
対
象

に
豊
岡
道
路
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、「
豊
岡
道
路
」
の
必
要
性
や

配
慮
事
項
等
に
つ
い
て
、
市
民
の

意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
７
割
の

方
が「
豊
岡
道
路
の
整
備
が
必
要
」

と
回
答
さ
れ
、
配
慮
事
項
と
し
て

「
災
害
時
の
輸
送
道
路
確
保
」
や

「
冬
場
で
も
走
行
し
や
す
い
道
幅
」

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
貴
重
な
動
植

物
と
の
共
存
」「
住
宅
地
を
避
け
る

ル
ー
ト
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

2
月
に
は
、
道
路
計
画
に
あ
た

り
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

し
た
よ
り
良
い
計
画
と
す
る
た
め
、

学
識
者
、
市
民
代
表
、
民
間
団
体
、

行
政
機
関
で
構
成
す
る
懇
談
会

（
座
長　
流
通
科
学
大
学　
西
井
教

授
）
を
設
け
、
４
回
に
わ
た
っ
て

議
論
・
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
概
略
ル
ー
ト
案

が
３
案
提
示
さ
れ
、
地
域
特
性
な

ど
を
踏
ま
え
た
比
較
・
検
討
の
結

果
、コ
ウ
ノ
ト
リ
や
生
物
多
様
性
等

の
自
然
環
境
、景
観
、優
良
農
地
な

ど
に
最
も
配
慮
し
た
①
案（
左
図

参
照
）が
推
奨
案
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
概
略
ル
ー
ト
（
推

奨
案
）
と
あ
わ
せ
、
豊
岡
道
路
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
懇
談
会
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、「
豊
岡
道
路
」

の
計
画（
み
ち
づ
く
り
）に
あ
た
っ

て
は
�
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
環

境
と
暮
ら
し
を
守
る
�
こ
と
を
よ

り
良
い
計
画
づ
く
り
の
目
標
と
す

べ
き
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
至
り
、

そ
の
計
画
に
際
し
て
配
慮
す
べ
き

事
項
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た

（
左
表
参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
配
慮
事
項
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
事
業
を
進
め
る
上
で

適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　　

今
後
は
、
懇
談
会
の
結
果
を
受

け
て
、
事
業
予
定
者
で
あ
る
国
が

概
略
ル
ー
ト
を
決
定
し
、
環
境
影

響
評
価
お
よ
び
都
市
計
画
決
定
の

手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
懇
談
会
の

詳
細
な
情
報
は
、
国
土
交
通
省
豊

岡
河
川
国
道
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.kkr.m

lit.go.jp/
toyooka/kondankai/

検
討
の
経
緯

懇
談
会
の
結
果
の
取
り
ま
と
め

今
後
の
予
定

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
「
豊
岡
道
路

豊
岡
道
路
」
懇
談
会

懇
談
会
の
結
果
が
ま
と

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
り
ま
し
た

ま
し
た 
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
「
豊
岡
道
路

豊
岡
道
路
」
懇
談
会

懇
談
会
の
結
果
が
ま
と

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
り
ま
し
た

ま
し
た 
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
「
豊
岡
道
路
」
懇
談
会
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た 

豊岡道路アンケート調査結果・懇談会の主な意見 

【設問①】 
北近畿豊岡自動車道「豊岡道路」の整 
備は必要と思いますか？ 

【アンケートおよび懇談会の主な意見】 

豊岡道路アンケート調査：豊岡市民（全戸配布）、周辺事業所を対象（平成19年8月～9月実施） 

【計画全般】「観光シーズンの交通渋滞解消」「既存道路の改良が必要」「鳥取豊岡宮津自動車道、他道路との整合が 
　　　　　　必要」「早期整備を望む」「観光客増加による地域活性化を期待する」「地域格差解消の一助としたい」 
【自　　然】「貴重な動植物と共存できる道路にしてほしい」「自然への改変を最小限に」「コウノトリの餌場に配慮して 
　　　　　　ほしい」「水田を大きなまとまりとして残してほしい」 
【社会環境】「豊岡市街地の西側を通るルートが良い」「住宅地を避けること」「コウノトリ米等の取組みに配慮してほし 
　　　　　　い」「景観に配慮してほしい」 
【防　　災】「緊急輸送路、避難路の確保に期待」「冬場でも走行しやすい幅員の確保を望む」「広域防災拠点とのア 
　　　　　　クセスを考えること」 
【そ の 他】「粘土質の田園地帯や神社、仏閣、墓地、遺跡に配慮すること」「市街地からのアクセスを考えること」 

【設問②】 
「豊岡道路」の検討において、どのようなことに配慮すべきで 
しょうか？ 

整備は必要 
71.0％ 

無回答 13.9％ 

分からない 
　9.0％ 

整備は不要 
　6.1％ 

0 20 40 60 80 100

20.5％ 

27.3％ 

23.4％ 

46.6％ 

50.4％ 

52.9％ 12.5％ 10.7％ 

9.6％ 

3.4％ 3.4％ 

2.5％ 2.5％ 

3.9％ 3.9％ 

0.7％ 0.7％ 

0.7％ 0.7％ 

9.8％ 

8.9％ 

8.9％ 

48.7％ 11.9％ 

44.5％ 18.4％ 

40.9％ 2.9％ 

2.9％ 

2.9％ 

37.1％ 2.9％ 

（％） 

特にそう思う 

豊岡市の西側にルートが 
来ることは概ね妥当 

住宅地を避け、水田や 
山林を通るルートとすべき 

コウノトリやクマタカなど貴重な動植 
物と共存できるルート・構造にすべき 

災害時でも緊急輸送路として 
走行できるルート・構造にすべき 

除雪した雪を道路端に置き、 
冬場でも走行しやすい道幅にすべき 

そう思う あまり思わない 
全く思わない 

無回答 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
「
豊
岡
道
路
」
は
、
同
自
動
車
道
の
他
の

区
間
と
一
体
と
な
っ
て
但
馬
地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
８
〜
９
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
以
来
、

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
「
豊
岡
道
路
」
懇
談
会
に
お
い
て
検
討
が
行

わ
れ
て
い
た
、「
豊
岡
道
路
」
の
概
略
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の
検
討
結
果

が
、
９
月
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

《
問
合
せ
》国
土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
工
務
第
二
課
�　

－

３
1
２
６

２２

　
　
　
　

都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
�　

－
1
８
８
０

２２
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地域を活性化させ、環境と暮らしに配慮します
・時間短縮効果の大きい高規格幹線道路として整備する。
・近畿自動車道敦賀線、播但連絡道路と連携し、将来、鳥取豊岡宮津自動車道が計画されれば接続し、
高速道路ネットワーク全体の機能向上と、京阪神との時間短縮により、但馬地域を活性化させる道路
とする。

・地域活性化のため、早期供用が図れるように努力して計画を進める。

所要時間の大幅短縮地
域
を
活
性
化

・但馬の自然環境を活かした観光資源へのアクセス向上、広域的な観光周遊の円滑化により、観光活性
化を支援する道路とし、利用者の利便性に配慮した計画とする。観光支援

・産業・物流拠点や市中心部とのアクセス向上が図られる計画とする。企業立地の促進

・市街地西側の山地部を通過させて市街地の通過交通を排除し、市街地からアクセスしやすい位置にイ
ンターチェンジを計画して、市街地から各方面への交通を豊岡道路に分担させ、既存一般道路の渋滞
を緩和するとともに、交通事故を削減する。

生活道路の渋滞緩和

交通事故の減少

環
境
と
暮
ら
し
を
守
る

・道路の機能と利便性や経済性と、環境や景観とのバランスを考慮したルート・構造とする。
・自然環境の豊かな地域の道路であり、地形改変ができるだけ少ないルート・構造とする。
・環境影響評価実施時に、動植物の調査を十分行って適切な対応を図る。

自然・環境との調和

・生態系の頂点にあるコウノトリやオオタカでも暮らせるような生物多様性のある生態系ネットワークに配
慮した計画とし、動植物との共生が図れるように、生息・生育地の分断をできるだけ避けて計画する。生物多様性の保全

・コウノトリの利用頻度の高い餌場（福田・栃江の水田）はできるだけ大きなまとまりで残すルートに
するとともに、コウノトリなどと車の衝突を防ぐ配慮を行う。

・オオタカの営巣期高利用域（繁殖期に利用度の高い区域）は避けて計画する。

希少野生生物との
共生

・住宅地等の生活環境への影響をできるだけ及ぼさないようなルート・構造とする。生活環境の保全

・道路の建設や管理にともなう環境負荷を軽減する配慮を行う。環境負荷の軽減

・但馬の景観と調和しながら、魅力的な景観を創出するルート・構造とする。景観との調和

・災害時においても寸断しにくい道路とし、緊急輸送道路の確保および但馬空港にある広域防災拠点と
の連絡を確保して、災害時の市民の命を守り、生活圏の孤立を防ぐ道路とする。

・大雨でも浸水しない高さで計画するとともに、軟弱地盤の通過延長が短いルートとする。

災害時の輸送道路確
保

・但馬地域唯一の第３次救急医療施設である豊岡病院付近にインターチェンジを設置する。地域医療の支援

・冬季の快適な交通サービスを支えられるように、積雪時の交通確保に配慮した計画とする。
・融雪対策を行う際には、環境への負荷軽減に配慮する。冬季交通の確保

・地域の社会活動および生活環境への影響に配慮し、公共施設や住宅等を可能な限り避けたルート・構
造とする。

・優良農地の通過延長をできるだけ短くするルートとする。
・地域の墓地や文化財等に配慮した計画とする。

市街地の改変など

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　
（
一
般
国
道
４
８
３
号
）と
は

　

北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道
は
、

一
般
国
道
の
自

動
車
専
用
道
路

（
高
規
格
幹
線

道
路
）
で
、
豊

岡
市
か
ら
朝
来

市
和
田
山
町
を

経
て
、
丹
波
市
春
日
町
に
至
る
延

長
約　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
路
線
で
、

７０

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
、
播
但
連

絡
道
路
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車

道
と
一
体
と
な
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
但
馬
・
丹
波
地
域

と
京
阪
神
都
市
圏
の
連
携
を
強
化

し
ま
す
。

事
業
の
進
捗
状
況

・
豊
岡
道
路
（
豊
岡
市
上
佐
野
以

北
）
は
、
懇
談
会
を
終
了

・
日
高
豊
岡
南
道
路
・
八
鹿
日
高

道
路
（
豊
岡
市
上
佐
野
〜
養
父

市
八
鹿
町
）は
、平
成　

年
に
事

１８

業
化
さ
れ
、現
在
、地
元
協
議
中

・
和
田
山
八
鹿
道
路
（
養
父
市
八

鹿
町
〜
朝
来
市
和
田
山
町
）
は
、

平
成　

年
か
ら
工
事
中

１８

・
春
日
和
田
山
道
路
（
朝
来
市
和

田
山
町
〜
丹
波
市
春
日
町
）
は
、

平
成　

年
ま
で
に
暫
定
２
車
線

１８

で
供
用

ＩＣ…インターチェンジ
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豊
岡
市
青
少
年
健
全
育
成
会
議
連
絡
会
は
、
市
教
育
委
員
会
と
共

に
、
区
長
会
や
子
ど
も
会
な
ど
、
市
内
の
青
少
年
に
関
す
る
団
体
な

ど
に
参
加
を
呼
び
か
け
、「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り
運
動
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
青
少
年
健
全
育
成
会
議
連
絡
会
事
務
局
（
生
涯

学
習
課
内
）
�　

－

０
３
４
１

２３

　

夏
休
み
期
間
中
、
市
内
の
公
園

や
広
場
、
神
社
な
ど
で
は
、
毎
日

朝
早
く
か
ら
子
ど
も
と
大
人
が
一

緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
会
場
も
参
加
者
が
増
え
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

近
所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
や
お
ば
ち
ゃ

ん
も
参
加
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
の
問
題
行
動
の
抑
止
と

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、

地
区
の
子
ど
も
と
顔
見
知
り
に
な

り
、
普
段
か
ら
地
区
の
子
ど
も
を

見
か
け
る
た
び
に
声
を
か
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

顔
見
知
り
運
動
で
、
誰
で
も
参

加
で
き
、
市
内
の
ど
こ
で
も
で
き

る
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
へ
の
参
加

を
市
内
全
域
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
子
ど

も
た
ち
の
問
題
行
動
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
質
も
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
小
学
校
で
は
「
万
引
き
」、

中
学
校
で
は
「
け
ん
か
」
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
問
題
行
動
を
防
ぐ
に

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
大
人
の
役
割
は
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
日
ご
ろ
か
ら
声

を
か
け
、
時
に
は
子
ど
も
の
前
に

立
ち
は
だ
か
る
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
お
じ
ち
ゃ
ん
や
お
ば

ち
ゃ
ん
に
で
き
る
こ
と
は
、
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
に

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
居
る
の
を
見

か
け
た
時
に
、
顔
見
知
り
の
大
人

の
存
在
を
気
付
か
せ
て
あ
げ
る
こ

と
や
、
時
に
は
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
声
を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　

顔
見
知
り
に
見
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の

万
引
き
の
手
が
止
ま
り
ま
す
。

『
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り

育
て
る
』
環
境
づ
く
り
は
、
地
域

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

夏
休
み
が
終
わ
り
、
新
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
地
区

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
元
気
な
あ
い

さ
つ
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
『
顔
で
つ
な
が
る
、
声

で
つ
な
が
る
、心
で
つ
な
が
る
』顔

見
知
り
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
中
筋
小
学
校
区

　

８
月
３
日
の
朝
、
中
筋
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
三
世
代
早
起
き

ラ
ジ
オ
体
操
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
校
区
内
住
民
の
交
流

を
深
め
よ
う
と
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
昨
年
よ
り
参
加
者

が
増
え
、
約
２
０
０
人
が
集
ま
っ

て
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
テ
ー
プ
に
合

わ
せ
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

■
但
東
町
東
里
区

　

ラ
ジ
オ
体
操
の
時
に
「
ラ
ジ
オ

体
操
が
終
わ
っ
た
お
盆
過
ぎ
に
み

ん
な
で
何
か
を
し
よ
う
」
と
い
う

話
に
な
り
、
８
月　

日
、
東
里
区
の

２３

子
ど
も
と
大
人
が
集
ま
り
、バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ジ

オ
体
操

が
き
っ

か
け
で
、

新
た
な

ふ
れ
あ

い
の
場

が
で
き

ま
し
た
。

顔
見
知
り
運
動
と
は

最
近
の
子
ど
も
た
ち
と
は

大
人
の
役
割
と
は

地
域
あ
げ
て
の
子
育
て
と
は

広
が
っ
た
地
域
の
輪

▲盛り上がったバーべキュー大会

▲中筋小学校グラウンドに約２００人が集まって行われた三世代早起きラジ
オ体操
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　皆さんは、豊岡でどんな野菜や魚がいつとれるかご存じですか。
　また、昔から受け継がれてきた地域の伝統食について、詳しく知りたいと思ったことはありませんか。
　市では、今年度から、皆さんが普段活動されているＰＴＡや子ども会などの身近なグループ単位で気
軽に食育などを学んでいただけるよう、テーマに沿った教室を紹介し、食育や地産地消を進めています。
　講師は、地元の企業や有識者の方などに依頼し、それぞれの得意分野の教室を提案していただき、
多くの皆さんに学んでいただけるように考えています。気軽に問い合わせください。
◆対　　象　　者　市内に在住、在勤または在学している方で、おおむね

５人以上で構成されたグループなど
◆教室メニュー　下記一覧表のとおり
◆申　　込　　方　　法　教室を選び、代表の方が、教室開催の１カ月前までに、

コウノトリ共生課に申し込みください。
※講師派遣費用、実施期間などは教室により異なります。詳細は、市ホー
ムページをご覧いただくかコウノトリ共生課に問い合わせください。

《問合せ》コウノトリ共生課環境政策係�２１－９０１７
■教室メニュー一覧表

講師等名　　　　称番号講師等名　　　　称番号

但馬食生活指導
研究会

食育講演会１８

但馬応援隊

旬の野菜、まるごと食べよう教室１

伝統おやつ作りプロジェクト１９美味しい漬物作り教室２

野草クッキング２０和風スイーツ作り教室３

海藻お料理プロジェクト２１シンプルな家庭のお寿司作り教室４

みそ作りって楽しいよ２２保存食・加工食品作り教室５

さつま芋クッキング２３
｢朝ごはんを考えよう｣講座と料
理実習会

６

伝統食・保存食作り教室２４里山の椎茸料理教室７

よちよちお母さんのための料理教室２５
但馬漁業協同組合

豊岡の魚の美味しい食べ方教室８

まめな豆クッキング２６津居山漁港見学会９

地産地消のキッズクッキング２７市健康増進課
健康教室（生活習慣病予防食を
学ぶ）

１０

自分で作るお弁当２８市農林水産課｢コウノトリの舞 ｣ブランドを学ぶ１１

お父さん、お母さんに朝ごはんを
作ってあげよう

２９
但馬魚市場㈱
豊岡中央青果㈱

卸売市場見学会１２

食のお話３０

ＪＡたじま

農業に関する勉強会１３

豊岡友の会夏休み ｢親と子の料理教室 ｣３１お米の栽培体験教室１４

日高町生活改善
グループ

昔のおやつを食べよう３２ピーマンの栽培体験教室１５

但東町合橋生活
研究グループ

大豆を食べよう３３
但馬食生活指導
研究会

今日はみんなでハレの日ご飯１６

中筋生きがいグ
ループ

キャベツ・白菜の浅漬けでご飯を
食べよう

３４旬の素材を使った普段のごはん１７

　８月２６日、豊岡でとれたアジを使った料理体験教室を、
出石農村環境改善センターで開催しました。
　講師から魚のおろし方を学び、骨も捨てずに空揚げにし
ておいしくいただきました。
　また、ご飯は５分つきのお米を使い、ビタミンやミネラ
ルたっぷりの食べ方を学び、新しい発見をした教室となり
ました。

■小坂保育園で子育て広場の保護者と子どもたち
を対象にした料理体験教室を開催しました

▲講師の話を聞く参加者たち

～子どもたちの生きる力を育む～ 

「食育や地産地消を学ぶ教室」 「食育や地産地消を学ぶ教室」 「食育や地産地消を学ぶ教室」 利用のご案内 

（平成２０年８月２７日現在）
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●　

月　

日（
土
）は

１０

１１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●　

月
６
日（
月
）・　

日（
火
）・

１０

１４

　

日（
月
）・　

日（
月
）は

２０

２７

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

▽
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
の
保
険

料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対

す
る
保
険
料
の
収
納
業
務
は
、
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年

金
推
進
員
が
、
電
話
や
自
宅
へ
直

接
訪
問
す
る
方
法
等
で
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月

１７

１０

か
ら
、
一
部
の
社

会
保
険
事
務
所
で

は
、
こ
の
収
納
業

務
を
民
間
事
業
者

が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

　

月
１
日
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

１０料
の
納
付
等
の
お
願
い
を
次
の
民

間
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

■
委
託
業
者　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル

債
権
回
収
株
式
会
社
…
電
話
・

文
書
・
戸
別
訪
問
等
に
よ
る
納

付
等
の
お
願
い

※
平
日
以
外
に
、
土
曜
日
、
日
曜

日
お
よ
び
祝
日
に
も
納
付
等
の

お
願
い
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
委
託
を
受
け
た
民
間
業

者
に
は
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
お
り
、
目
的
外
使
用
や
閲
覧
、

 
漏  
洩 
、
複
写
等
を
禁
じ
る
な
ど
厳

ろ
う 
え
い

格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。

　

老
齢
年
金
等
に
は
、
所
得
税
法

上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
が

か
か
り
ま
す
（
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
）。年
金
額
が
１
５
８
万
円
（　
６５

歳
未
満
の
方
は
１
０
８
万
円
）
以

上
の
方
の
所
得
税
は
、
受
け
取
る

年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
扶
養
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
毎

年　

月
下
旬
に

１０
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら

「
公
的
年
金
等

の
受
給
者
の
扶

養
親
族
等
申
告
書
（
ハ
ガ
キ
）」
が

年
金
受
給
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

月
１
日
ま
で

１２に
同
セ
ン
タ
ー

へ
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
ハ
ガ

キ
が
提
出
さ
れ

な
い
と
、
扶
養

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
公
的
年
金
等
の
受
給
者

の
扶
養
親
族
等
申
告
書
（
ハ
ガ

キ
）」が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
さ

れ
た
場
合
な
ど
は
、
下
記
の
「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
任
意
加
入
で
き
る
方

　

海
外
に
居
住
す
る　

歳
以
上　

２０

６５

歳
未
満
の
日
本
人

■
加
入
手
続
き

・
海
外
へ
の
出
国
者
…
出
国
す
る

と
き
に
、
市
民
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
で
任
意
加

入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
す
で
に
海
外
に
居
住
し
て
い
る

方
…
国
内
の
協
力
者（
親
族
等
）

海
外
に
居
住
し
て
い
る
方
も

　

任
意
で
国
民
年
金
に

加
入
で
き
ま
す

　

月
1
日
か
ら

１０国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
を

民
間
業
者
が
行
い
ま
す

に
依
頼
し
て
、
最
終
住
所
地
の

市
役
所
ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
で
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
納
付

　

国
内
に
開
設
し
て
い
る
預
貯
金

口
座
か
ら
の
振
替
の
ほ
か
、
国
内

に
居
住
し
て
い
る
親
族
等
の
協
力

者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
外
国
籍
に
な
っ
た
場
合

　

日
本
国
籍
を
離
脱
す
る
と
、
海

外
に
居
住
し
て
い
る
間
は
国
民
年

金
に
加
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

外
国
籍
に
な
っ
て
資
格
喪
失
し
た

場
合
は
、２
年
以
内
で
あ
れ
ば「
脱

退
一
時
金
」
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
受
給

資
格
期
間
（
３
０

０
月
）
を
満
た
し

て
い
れ
ば
外
国
籍

に
な
っ
て
も
年
金

を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
年
金
の
受
給
手
続
き

　

海
外
に
居
住
し
て
い
る
方
の
年

金
の
受
給
手
続
き
は
、
最
終
住
所

地
ま
た
は
協
力
者
の
管
轄
の
社
会

保
険
事
務
所
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

＊
詳
細
は
、
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

　

ル
」
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
給
中
の
方
へ

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く
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http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg

‐toyooka

‐

city

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス

テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

※
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
一
部
の

公
売
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方
は
、

公
売
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い（
日
程
な
ど
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）。

《
問
合
せ
》
税
務
課
収
税
係
（
公

売
担
当
）
�　

－

１
１
１
８

２３

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　　

月
２
日（
木
）

１０

午
後
１
時
〜　

日（
木
）午
後
５

１６

時
▽
競
り
売
り
期
間　　

月　

日
（
水
）

１０

２２

午
後
１
時
〜　

日（
金
）午
後
２

２４

時
▽
代
金
納
付
期
限　　

月　

日
（
金
）

１０

３１

午
後
３
時

▽
公
売
物
件　

原
動
機
付
自
転
車

　

・
指
輪
・
大
島 
紬 
・
大
皿
な
ど

つ
む
ぎ

　

点
２０

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、　

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

２０

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要
で

す
。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す

（　

月
２
日
公
開
予
定
）。

１０

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
）
の
所
在
す
る
市
町
村

に
所
有
者
が
納
め
る
税
金
で
す
。

■
固
定
資
産
税
に
お
け
る

償
却
資
産
の
耐
用
年
数
改
正

　

減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
に

関
す
る
省
令
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
機
械
お
よ
び
装
置

に
つ
い
て
は
、
区
分
と
耐
用
年
数

が
全
面
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
償
却
資
産
申
告

２１

は
、
次
の
こ
と
に
留
意
く
だ
さ
い
。

・
決
算
期
等
に
関
係
な
く
、
既
存

分
を
含
め
て
、
改
正
後
の
耐
用

年
数
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

・
資
産
の
取
得
時
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
改
正
後
の
耐
用
年
数
を
用
い

て
再
評
価
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
償
却
資
産
申
告
書
の
様
式

　

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
（
第

　

号
様
式
）
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

２６し
た
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
以
後
の

２１

申
告
書
は
、
改
正
後
の
様
式
に
準

じ
た
も
の
と
し
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
、
次
の
よ
う
な

２０

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届

出
く
だ
さ
い
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

②
家
屋
の
用
途
変
更
が
あ
っ
た
場

合
（
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅
等

か
ら
工
場
・
事
務
所
等
へ
）

③
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の
所

有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

④
土
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た

場
合
（
農
地
を
埋
め
立
て
て
駐

車
場
や
資
材
置
場
に
し
た
場
合

な
ど
）

⑤
そ
の
他
、４
月
に
送
付
し
た「
課

税
明
細
書
」
の
内
容
と
比
べ
て

変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど

※
登
記
が
完
了
し
た
異
動
に
つ
い

は
届
出
不
要
で
す
。

※
償
却
資
産
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

　

月
上
旬
に
送
付
す
る
申
告
書

１２で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
異
動
に
伴
う
税
額
変
更
は
、
平

成　

年
度
か
ら
と
な
り
ま
す
。

２１

《
問
合
せ
》
税
務
課
資
産
税
係

　

�　

－

９
０
４
６
ま
た
は
各
総

２１
合
支
所
市
民
生
活
課

平
成　

年
度
税
制
改
正

２０

固
定
資
産
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
届
出
く
だ
さ
い

固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産
税税税税税税税税税税
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら
せせせせせせせせせせ

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
下
見
会
を
開
催
し

ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は
返
品

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

事
前
に
よ
く
見
て
参
加
く
だ
さ

い
。
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
前　

１０

１１

１０

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階

指輪大島紬反物

イイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
ネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公公公公公公公公公公
売売売売売売売売売売
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら
せせせせせせせせせせ

公
売
の
お
知
ら
せ大皿火鉢
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〜
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
〜 

「
下  

痢
」 

5

　

下
痢
や
便
の
異
常
は
、
前
回
の

嘔
吐
と
同
様
、
か
な
り
多
い
症
状

の
一
つ
で
、
ほ
と
ん
ど
は
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
に

よ
る
も
の
で

す
。

　

そ
の
中
で
、

危
険
な
状
態
、

注
目
す
べ
き

症
状
を
学
び
、
ま
た
対
処
法
も
学

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
救
急
受
診
す
べ
き

下
痢
や
便
の
異
常
》

　

こ
れ
も
前
回
ま
で
と
同
様
、
意

識
・
呼
吸
・
循
環
の
異
常
は
、
緊

急
受
診
が
必
要
で
す
。
呼
び
掛
け

て
も
反
応
が
鈍
い
、
呼
吸
が
弱
い
、

顔
面
そ
う
白
、
皮
膚
が
冷
た
い
な

ど
と
い
っ
た
症
状
を
伴
っ
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
救
急
外
来
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う

な
症
状
や
便
を
見
た

と
き
に
も
、
す
ぐ
に

救
急
外
来
を
受
診
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

○
下
痢
や
嘔
吐
が
続
き
、
意
識
が

ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

○
け
い
れ
ん
を
合
併
す
る

○
激
し
い
腹
痛
を
訴
え
る

○
赤
色
の
便（
血
便
）が
大
量
に
出

る
○
周
期
的
に
腹
痛
を
訴
え
、
赤
く

粘
っ
こ
い
便
（
イ
チ
ゴ
ゼ
リ
ー

状
）
が
出
る

○
嘔
吐
も
合
併
し
、
尿
が
い
つ
も

よ
り
少
な
く
、
水
分
も
ほ
と
ん

ど
取
れ
な
い

　

意
識
、
呼
吸
、
循
環
の
症
状
以

外
に
も
、
血
便
に
は
要
注
意
で
す
。

「
周
期
的
な
腹
痛
＋
赤
い
粘
っ
こ

い
便
」
は
、 
腸
重
積 （
注
１
）を
考

ち
ょ
う
じ
ゅ
う
せ
き

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
児
の
場
合
は
、
腹
痛
を
訴
え

る
代
わ
り
に
、
周
期
的
に
泣
い
た

り
、
不
機
嫌
だ
っ
た
り
と
い
っ
た

症
状
が
表
れ
ま
す
。

※（
注
１
）腸
重
積
…
腸
が
腸
の
中

に
潜
り
込
み
、
腸
が
二
重
の
状

態
に
な
る
こ
と
で
、
腸
閉
塞
の

状
態
に
な
る
病
気
。
緊
急
治
療

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

《
下
痢
の
対
処
法
》

　

下
痢
が
続
く
と
一
番
心
配
な
の

は
脱
水
で
す
。
こ
れ
は
嘔
吐
の
と

き
と
同
じ
で
、
嘔
吐
と
下
痢
を
合

併
し
て
い
る
時
に
は
、
さ
ら
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

少
し
ず
つ
で
も
水
分
が
取
れ
て

お
り
、
周
囲
に
興
味
を
持
ち
、
機

嫌
が
良
く
、
お
し
っ
こ
も
い
つ
も

通
り
出
て
い
る
時
は
、
翌
日
ま
で

待
っ
て
か
ら
小
児
科
を
受
診
し
て

も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
も
ま
た
、
前
回
の
嘔
吐
と

同
様
、
お
し
っ
こ
の
量
や
色
、
口

の
中
の
湿
り
具
合
、
皮
膚
の
か
さ

か
さ
度
な
ど
は
、
脱
水
の
指
標
に

な
り
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
対
処
法
も
嘔
吐

の
時
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

○
脱
水
予
防

「
少
量
ず
つ
、何
回
も
」が
原
則
！

　

経
口
補
水

液
が
あ
れ
ば

少
し
ず
つ
飲

ま
せ
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
以

外
で
は
、
お

茶
、
水
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
の
清
涼
飲
料
水
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

　

乳
児
の
場
合
は
、
母
乳
を
そ
の

ま
ま
あ
げ
て
も
良
い
で
す
。
本
人

の
苦
痛
が
な
け
れ
ば
食
事
を
始
め

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
「
下
痢
は
止
め
た
ほ
う
が
良
い

の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
よ
く
聞
か

れ
ま
す
が
、
下
痢
の
多
く
は
、
腸

の
中
に
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
が
入
っ

て
起
こ
り
ま
す
。

　

下
痢
は
、
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
を

排
出
さ
せ
る
働
き
の
一
つ
で
す
の

で
、
下
痢
止
め
を
使
わ
ず
に
整
腸

剤
な
ど
で
そ
の
ま
ま
様
子
を
見
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
。
大
半
の
下

痢
は
数
日
で
治
ま
り
ま
す
の
で
、

脱
水
予
防
を
心
掛
け
、
日
中
、
小

児
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
最
後
に
〕

　

５
回
シ
リ
ー

ズ
で
連
載
し
て

き
ま
し
た
小
児

救
急
の
話
も
今

回
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
不
安
は

つ
き
も
の
で
す
。
特

に
病
気
に
関
し
て
は
、

緊
急
事
態
で
あ
り
、

戸
惑
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
あ
ら
か
じ
め

基
本
的
な
症
状
に
対
す
る
対
処
法

を
学
び
、「
初
め
か
ら
す
べ
て
病
院

へ
」
で
は
な
く
、「
で
き
る
こ
と
は

ま
ず
自
分
で
、
そ
し
て
分
か
ら
な

い
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
に
関
し

て
病
院
を
う
ま
く
利
用
す
る
」
と

い
う
考
え
で
子
育
て
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

※
分
か
ら
な
い
こ
と
、
聞
き
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
メ
ー
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shouni99@
yahoo.co.jp

《
問
合
せ
》
公
立
豊
岡
病
院
総
合

　

診
療
科
�　

－

6
1
1
1

22

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.toyookahp

‐

kum
iai.or.jp/

【小児救急医療電話相談】月～土曜日　１８：００～２４：００、日曜日・祝日・年末年始　９：００～２４：００
・プッシュ回線、携帯電話� ＃8000 　・ダイヤル回線、ＩＰ電話�078‐731‐ 8899 

シャープはっせん ははきゅうきゅう

　

子
ど
も
の
発
熱
、
け
い
れ
ん
、
せ
き
、 
嘔  
吐 
、
下
痢
な
ど
の
場
合

お
う 

と

の
対
処
法
や
お
医
者
さ
ん
へ
の
か
か
り
方
、
救
急
車
の
利
用
な
ど
に

つ
い
て
、
公
立
豊
岡
病
院
総
合
診
療
科
の
山
田
博
之
先
生
に
、
５
回

に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
最
後
の
テ
ー
マ
の
「
下
痢
」
に
つ
い
て
、
掲
載
し
ま
す
。



17 広報とよおか　2008.9.25

◆対　象　者①６５歳以上の市民で、接種を希望する方
　　　　　②６０歳以上６５歳未満の市民で、心臓・腎臓または呼吸

器の機能の障害を有し、日常生活が極度に制限され
る方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能
に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方

◆接種期間　１０月６日（月）～１２月２７日（土）
◆接種回数　１回
◆自己負担　１，３００円（市民税非課税世帯、生活保護世帯は無料）
◆申　込　み　下記の市内高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関に直接申し込みください。
◆接種に必　予診票、健康保険証、生活保護世帯等の証明書、市民税非課税世帯の方は同意書（印
　要なもの　鑑が必要です）
　　　　　　※接種に必要な予診票・同意書は、市内の協力医療機関、保健センタ－、各総合支所

健康福祉課に置いています。
◆そ　の　他　次の方は、市外の医療機関で接種することができます。
　　　　　　・県の広域予防接種医療機関での接種を希望する方
　　　　　　・長期入院中または施設等に入所中の方

接種を希望する方は、１１月７日（金）までに事前に保健センターまたは各総合支所健
康福祉課に申し込みください。

〈市内高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関〉（病院・診療所別・地域別医療機関名５０音順）

住　　所電話番号医療機関名地域住　　所電話番号医療機関名地域
大磯町 9‐5322‐2382由 利 医 院

豊岡
病院

�渕 133‐126‐8188吉 田クリニック戸牧 109422‐6111公 立 豊 岡 病 院豊岡
今森 465‐124‐7007ろ っぽう診療所日高町岩中 8142‐1611日高医療センター日高
城崎町湯島 349‐132‐2610浅 見 医 院

城崎
出石町福住 130052‐2555出石医療センター出石

城崎町来日 128‐732‐3181藤 本 医 院※公立豊岡病院は継続治療中の方のみ予約してください。
竹野町竹野 34447‐0010内 山 医 院

竹野
診療所

竹野町竹野 251047‐0005賀 嶋 医 院九日市下町 11922‐0700あ かまつ小児科

豊岡

竹野町森本 513‐148‐0001森 本 診 療 所城南町 5‐1129‐2766い が ら し 医 院
日高町江原 40442‐0230赤 松 医 院

日高

若松町 7‐529‐0017浮田整形外科医院
日高町上石 230‐242‐0885尾松内科クリニック江本 50329‐0333江本内科クリニック
日高町栗栖野 60‐3445‐0003神 鍋 診 療 所城南町 8‐1224‐1001大 井 医 院
日高町松岡347‐142‐5300北 見 医 院中陰 376‐2224‐2511小 幡 内 科 医 院
日高町日置 2942‐3110北 村 内 科泉町 4‐1122‐2676金 子 医 院
日高町伊府 66044‐0010谷 垣 医 院中陰 4522‐3733木 下 診 療 所
日高町土居 170‐142‐5800つるさこ耳鼻咽喉科寿町 2‐3624‐7772きょうこ内科クリニック
日高町岩中212‐142‐1022野田消化器科クリニック若松町 5‐3823‐3100ク リニック冨江
日高町国分寺 400‐1342‐3955長谷川クリニック弥栄町 1‐3223‐8668さくらクリニック
出石町町分 18352‐2070玉 岡 医 院

出石

小田井町 17‐724‐7201し らゆり診療所
出石町本町 6652‐5803中 沢 医 院正法寺 63129‐3100田 中クリニック
出石町福住 383‐752‐0511平 位 医 院京町 5‐4324‐1890中治内科クリニック
出石町松枝 10552‐2301藤 原 医 院高屋 105424‐9500中 島 医 院
出石町八木 3652‐2006由良内科クリニック瀬戸 77‐2028‐2016中 田 医 院
出石町町分 131‐153‐2788和田内科クリニック泉町 7‐3023‐2031舟木外科胃腸医院
但東町出合 7654‐0011合 橋 診 療 所

但東
京町 3‐2122‐3538舟 木 内 科 医 院

但東町中山 78856‐0303資 母 診 療 所桜町 11‐723‐5100モ リヤマ診療所
但東町久畑 12655‐0036高 橋 診 療 所戸牧 37‐522‐1159やすだ内科クリニック

《問合せ》健康増進課（保健センター）�２４－１１２７

　インフルエンザは、ワクチンを接種することによって、かかりにくくなったり、
かかっても重症になることを防止する効果があるとされています。
　市では、高齢者を対象にインフルエンザ予防接種を次のとおり実施します。

高齢者インフルエンザ　　　　 
　　　　予防接種を実施します 
高齢者インフルエンザ　　　　 
　　　　予防接種を実施します 
高齢者インフルエンザ　　　　 
　　　　予防接種を実施します 
高齢者インフルエンザ　　　　 
　　　　予防接種を実施します 
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資
源
ご
み
集
団
回
収
の
す
す
め 

　

地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
は
、

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
さ

れ
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
そ
の
地
域
独

自
の
生
活
の
知
恵
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

昔
も
今
も
、
誰
も
が
地
域
で
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
お
互
い
を
支
え
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
や
少
子
化
、

生
活
様
式
の
変
化
や
価
値
観
の
変

化
に
よ
り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
山
林
や

農
地
の
維
持
管
理
も
年
々
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
過
疎
化
が
進
ん

で
、
集
落
の
機
能
が
衰
え
、
存
続

さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
る
地
域
も
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
地

域
を
守
り
、
地
域
の
良
さ
を
見
直

し
、
よ
り
良
い
環

境
を
創
っ
て
い
こ

う
と
す
る
気
持
ち

が
大
切
で
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で

地
域
を
見
直
し
、

地
域
の
人
た
ち
と

「
つ
な
が
り
」、
地
域
で
の「
心
地

よ
い
」
暮
ら
し
方
を
見
つ
け
、「
自

信
と
誇
り
」
を
持
っ
て
地
域
づ
く

り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
地
球
か
ら
学
ぶ
・
地
域
力
を
高
め
る
」 

９ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。今
回
は
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
大
切

に
し
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
大
切
な
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

●
資
源
ご
み
集
団
回
収
と
は
？

　

自
治
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
子
ど
も

会
な
ど
の
団
体

が
中
心
と
な
っ

て
古
紙
な
ど
の

資
源
を
集
め
、

こ
れ
を
回
収
業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い

く
活
動
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
延
べ
６
８
０

１９

団
体
が
実
施
さ
れ
、
回
収
量
は
、

３
、
９
２
１
ト
ン
に
も
上
り
ま
し

た
。
平
成　

年
度
を
基
準
と
し
た

１２

　

％
ご
み
減
量
の
達
成
に
も
大
き

２０く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
１
石
４
鳥
の
集
団
回
収

　

市
で
は
、
資
源
ご
み
集
団
回
収

を
①
資
源
の
再
生
利
用
、
②
ご
み

の
減
量
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
と
環
境
教
育
の
効
果
が
あ
る

と
し
て
、
実
施
団
体
に
奨
励
補
助

金
を
交
付
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
や
回
収
し
た
資
源
の
売

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

回
収
日
ま
で
家
に
古
紙
な
ど
を
保

管
し
て
お
く
必
要
が
な
く
、
無
理

無
駄
な
く
資
源
回
収
が
行
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
常
設
回
収
庫
を
設
置

す
る
区
に
対
し
て
も
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
検
討
く

だ
さ
い
。

●
地
球
に
も
優
し
い
集
団
回
収

　

例
え
ば
、
新
聞
１

紙
の
１
年
間
分
の
重

さ
は
、
約　

キ
ロ
グ

５０

ラ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
す
べ
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
と
、
高
さ
８
メ
ー
ト
ル
、

直
径　

セ
ン
チ
の
木
を
約
２
・
５

１４

本
守
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

仮
に
市
内
の
９
割
の
世
帯
が
新

聞
を
購
読
し
て
い
る
と
す
る
と
、

家
庭
か
ら
出
る
新
聞
紙
の
総
量
は
、

年
間
１
、４
０
０
ト
ン
以
上
に
も

上
る
計
算
と
な
り
、
節
約
で
き
る

木
は
、
な
ん
と
約
７
２
、０
０
０
本
。

雑
誌
や
広
告
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど

を
併
せ
て
回
収
す
れ
ば
効
果
は
さ

ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

資
源
ご
み
集
団
回
収
は
、
森
や

木
を
守
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
も
つ
な
が
る
地
球
に
優
し
い
取

組
み
で
す
。「
古
紙
は
資
源
ご
み
集

団
回
収
へ
」
を
徹
底
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
輸
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

〇
身
近
な
自
然
や
歴
史
・
文
化

に
つ
い
て
、
家
庭
で
も
話
を

し
ま
し
ょ
う
。

〇
地
域
で
子
ど
も
た
ち
が
身
近

な
自
然
や
歴
史
・
文
化
に
触

れ
る
体
験
活
動
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

〇
伝
統
行
事
や
環
境
美
化
活
動

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
人
と

人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

却
金
は
、
団
体
の
活
動
資
金
と
し

て
役
立
て
ら
れ
て
お
り
、
団
体
に

と
っ
て
は
、「
１
石
４
鳥
」
に
も
な

り
ま
す
。

●「
資
源
ご
み
常
設
回
収
庫
」を

活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　
「
実
施
し
た
い
け
ど
、回
収
す
る

手
間
が
大
変
」、「
古
紙
が
た
ま
り

過
ぎ
て
次
の
回
収
日
ま
で
待
て
な

い
」
な
ど
、
こ
ん
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
に
役
に
立
つ
の
が

「
資
源
ご
み
常
設
回
収
庫
」
で
す
。

こ
れ
は
、
資
源
ご
み
を
一
旦
集
積

し
て
お
く
た
め
に
地
域
に
設
置
す

る
収
納
庫
で
、
い
つ
で
も
都
合
の

良
い
時
に
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら▲資源ごみ常設回収庫
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　市では、家庭のごみ・資源を下表のとおり６つに分別して収集しています。また、市内ではリサ
イクルとして、新聞紙や雑誌、ダンボール、布類、アルミかんなどは集団回収、食品用トレイや牛
乳パックなどは店頭回収されています。なお、ごみの中には、ごみステーションには出せないごみ
がありますので、今一度、分別ルールを確認して、ごみを出してください。
※１０月から３月までの「家庭ごみ収集計画表」を、８月２５日発行の市広報と一緒に配布しました。
手元にない場合は、生活環境課または各総合支所市民生活課で渡します。また、市ホームページ
でも確認できますので、ご覧ください。

［お願い］
・家庭のごみ・資源は、下表の分別区分に従って出しましょう。
・家庭のごみ・資源は、決められた収集日の午前８時までにごみステーションに出しましょう。
・生ごみは、しっかり水切りをしましょう。

《問合せ》生活環境課生活環境係�２３－５３０４または各総合支所市民生活課

家庭のごみ・資源分別ルールを 
今一度、確認ください 

家庭のごみ・資源の分別区分 リサイクル
燃
や
す
ご
み
燃
や
さ
な
い
ご
み

び
ん
・
か
ん

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

紙
製
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

　
　
　

容
器
包
装

●紙製品・布製品など 
●紙おむつは汚物をとり除いてから。 
●木・枝等は1メートル以内にして、片手で持てる程度に 
　束ねてから。 

●台所ごみ（野菜くず・茶殻など） 
●生ごみ等は水をよく切ってから。 
●てんぷら油等は紙・布に吸わせてから。 

できるだけ『土  』リサイクルへ 
（
つ
ち
） 

●陶器類・金属類 
●割れ物は紙に包んでから。 

●小型家電 
　小型家具 

●その他 
●灰は袋に“灰”と表示。 
●充電式ニカド・ボタン型乾電池は 
  販売店へ返してください。 

製品類 

●日用品類（雑貨・おもちゃ・文具など） ●日用品類（雑貨・おもちゃ・文具など） 

ス
プ
レ
ー 

●割れたびんやガラス類（コップ・化粧品のびんなど）は燃やさないごみです。　　　　　●スプレー缶は中身を使いきって穴を開けてから。 

3つの 
ルール 
3つの 
ルール 
3つの 
ルール 
3つの 
ルール 

1 キャップを取る。 

2 中身を残さないようにして 
水で洗う。 

3 かんはできるだけつぶす。 

●金属製 ⇒ 燃やさないごみへ 
●プラスチック製 ⇒ プラスチック製 
　　　　　　　　  容器包装へ 

●食用油、シャンプー、化粧品のプラスチック製のボトルは 
 「プラスチック製容器包装」です。 

PET 

3つの 
ルール 
3つの 
ルール 
3つの 
ルール 
3つの 
ルール 

1 キャップを取る。 

2 中身を残さないようにして 
水で洗う。 

3 できるだけつぶす。 

●金属製 ⇒ 燃やさないごみへ 
●プラスチック製 ⇒ プラスチック製 
　　　　　　　　  容器包装へ 

デパート等の包装紙 デパート等の包装紙 商店等からの袋 

薬品等の空き箱 薬品等の空き箱 商品の入っていた箱 商品の入っていた箱 

薬局の薬袋 薬局の薬袋 
菓子等の空き箱 菓子等の空き箱 

麺の入っていた 
　 紙カップ、ふた 
麺の入っていた 
　 紙カップ、ふた 

菓子の包み紙 菓子の包み紙 

●中身を残さないようにする。 

食品用の 
    チューブ 
食品用の 
    チューブ 

たまごケース たまごケース 

プラスチックのトレイ プラスチックのトレイ 

トレイ 

食品用販売容器 食品用販売容器 

果物の保護材 果物の保護材 

ペットボトルのふた ペットボトルのふた 
食品の入っていた 
　　　　カップ、丼 
食品の入っていた 
　　　　カップ、丼 

●中身を残さないようにして水で洗う。 

洗剤等の容器、 
  　　 ポンプ、ノズル 
洗剤等の容器、 
  　　 ポンプ、ノズル 

あき缶はリサイ
クルへ 

●新聞紙 ●雑誌・古本・チラシ・封筒 

●ダンボール 
●布類（綿100％） 

●洋服・和服・肌着 
  タオルなど ●びん 

●アルミかん 

●ビールびん・酒びんなどの 
  　　リターナブルびんは販売店へ 

集団回収へ 

店頭回収へ 
●食品用トレイ 

●水洗いし、 
　よく乾かしてください。 

●牛乳パック 
●内側にアルミが使用 
  されているものは 
　　　　紙製容器包装へ 

●飲み終わったら 
  すぐに中を水洗 
  いし切り開いて 
  乾燥させてくだ 
  さい。 

できるだけ 
回収ボックスのある大型 
スーパーなどへ持参して 

ください。 

紙パック 

ごみステーションに出せないごみ

　各地区のごみステーションには、事業系のごみや下記のごみは出せません。ごみは、市が許可し
ている一般廃棄物処理業者へ依頼してください。なお、事業系のごみや大型家具等（固い金属類含
まないもの）は、直接、豊岡清掃センターへ持ち込むことができます（有料）。また、家電（４品目）
については、家電販売店などに問い合わせください。

●カー用品類 ●カー用品類 ●爆発物・危険物 

●パソコン 

●家電（4品目） 
●テレビ・冷蔵庫・ 
  エアコン・洗濯機 
●テレビ・冷蔵庫・ 
  エアコン・洗濯機 

●農機具類 ●瓦・ブロック等 
●耕運機の刃・ 
  草刈り機など 

●大型家具等 
●固い金属類を 
  含まない 
  もの 

処理困難物 処理困難物 処理困難物 
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
８
月
】

　

日
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
ユ
ー
ス

１４

エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ

　

日
・
神
戸
親
和
女
子
大
学
と
の

２２

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

会

　

日
・
竹
野
消
防
団
夏
季
訓
練

２３
　

日
・
但
東
消
防
団
消
防
操
法
大

２４

会

　

日
・
宮
津
養
父
線
・
中
藤
加
悦
・

２５

加
悦
但
東
線
改
修
促
進
期

成
同
盟
会
総
会

　
　

・
保
・
幼
・
小
・
中
学
校
教
職

員
研
修
会

　
　

・
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊

合
同
訓
練

　

日
・
豊
岡
市
中
学
校
リ
ー
ダ
ー

２６

研
修
会

　

日
・
モ
ン
ゴ
ル
友
好
訪
問
使
節

２８

団
報
告
会

　

日
・
第　

回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ

３１

２９
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

【
９
月
】

１
日
・
第
３
回
市
議
会
定
例
会
開

会（
〜　

日
）

２９

４
日
・
コ
ス
モ
ス
荘
敬
老
会

　
　

・
最
高
齢
者
祝
福
訪
問

　
　

・
但
馬
地
区
行
政
相
談
連
絡

協
議
会
研
修
会（
〜
５
日
）

７
日
・
日
高
消
防
団
消
防
操
法
大

会

　

日
・
最
高
齢
夫
婦
祝
福
訪
問

１２
　

日
・
全
日
本
総
合
男
子
ソ
フ
ト

１３

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
〜

　

日
）

１５

　

７
月　

日
、
市
教
育
委
員
会
は
、

２８

市
文
化
財
と
し
て
新
た
に
、
日
高

町
野
々
庄
の
三
野
神
社
境
内
に
あ

る
「
大
将
野
庄
銘
逆
修
碑
」（
歴
史

資
料
）と
倉
見
の「
倉
見
陣
屋
跡
」

（
史
跡
）を
指
定
し
ま
し
た
。

■
大
将
野
庄
銘
逆
修
碑

　

享
禄
４（
１
５
３
１
）年
銘
の
あ

る
中
世
の
逆
修
碑（
※
１
）「
但
馬

国 
大  
田  
文 （
※
２
）」
に
書
か
れ
て

お
お 

た 

ぶ
み

い
る
大
将
野
上
村
を
確
認
で
き
る

唯
一
の
資
料
で
す
。

　

こ
の
碑
文
か
ら
は
、
荘
園
制
度

崩
壊
後
に
農
民
の
結
合
体
と
し
て

の
村
が
共
同
体
と
し
て
機
能
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

※
１
「
逆
修
碑
」
…
生
前
に
死
後

の
安
楽
を
願
っ
て
建
て
る
碑

※
２
「
大
田
文
」
…
荘
園
、
公
領

に
つ
い
て
田
数
等
を
記
載
し
た

土
地
台
帳

■
倉
見
陣
屋
跡

　
 
小  
出 
家
の
５
代
目
出
石
城
主
で

こ 

い
で

あ
る
小
出 
吉  
重 
の
弟
、 
英  
本 
が
旗

よ
し 
し
げ 

ふ
さ 
も
と

本
と
し
て
領
地
支
配
の
た
め
の
陣

屋
を
構
え
、
享
和
３（
１
８
０
３
）

年
、
８
代
目 
輝  
英 
の
時
に
現
在
地

て
る 
ふ
さ

に
移
転
し
、
以
後
、
明
治
初
期
ま

で
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

石
垣
と
堀
の
一
部
、
土
塁
な
ど

が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
構
え

も
想
定
で
き
ま
す
。

　

８
月　

日
、
平
成　

年
度
豊
岡

２６

２０

市
中
学
校
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
日

高
文
化
体
育
館
で
開
催
し
、
市
内

　

中
学
校
か
ら　

人
が
参
加
し
ま

１０

３０

し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
各
学
校
の
生

徒
会
な
ど
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
生
徒
が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
通
し
て
、
学

校
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

み
・
意
見
発
表
を
行
い
、
中
学
生

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
初
め
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

で
緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
校
歌
を

歌
っ
た
り
、
模
造
紙
等
を
使
っ
て

各
校
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

豊
岡
市
中
学
校
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

頑
張
る
中
学
生
！
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
交
流　
!!

▲大将野庄銘逆修碑

▲倉見陣屋跡に残る石垣

 
大
将
野
庄
銘  
逆
修
碑 
と 
倉  
見  
陣  
屋  
跡 
を
市
文
化
財
に
指
定

だ
い
し
ょ
う 

の 

し
ょ
う
め
い 
ぎ
ゃ
く
し
ゅ
う
ひ 

く
ら 

み 

じ
ん 

や 

あ
と

新
た
に
２
件
が
市
文
化
財
に
加
わ
り
ま
し
た

グ
で
は
、　

人
が
５
つ
の
グ
ル
ー

３０

プ
に
分
か
れ
「
こ
ん
な
学
校
を
つ

く
り
た
い
！
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

「
個
性
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
」

「
一
人
ひ
と
り
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
る
学
校
」
…
、
そ
の
た
め
に

「
毎
日
が
あ
い
さ
つ
週
間
」「
意
見

箱
の
設
置
」
…
な
ど
の
活
動
が
必

要
だ
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
植
村
直
己
冒
険
館
を

見
学
し
、
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な

冒
険
家
の
考
え
方
や
生
き
方
に
触

れ
、
最
後
に
、
日
高
東
中
学
校
の

山
科
勝
俊
さ
ん
が
「
貴
重
な
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。
よ
り
良
い
学

校
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
締
め

く
く
り
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

▲学校紹介をする豊岡南中学校生
徒会メンバー　

▲熱のこもるグループ討議
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ト
ホ
ホ
な
夏
の
終
わ
り 

　

ま
た
も
や
整
形
外
科
で
す
。
右

の
手
首
か
ら
ひ
じ
の
上
ま
で
ギ
ブ

ス
で
し
っ
か
り
固
め
ら
れ
ま
し
た
。

実
に
情
け
な
く
、
実
に
派
手
で
す
。

　

今
年
５
月
の
連
休
中
。
早
朝
、

メ
タ
ボ
撲
滅
大
作
戦
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
通
常
歩
行
の
２
倍
と

い
う
後
ろ
向
き
歩
き
を
し
て
い
て
、

置
か
れ
て
い
た
三
角
コ
ー
ン
に
乗

り
上
げ
て
、
く
る
り
と
転
倒
。
右

手
が
地
面
に
負
け
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
で
豊
岡
病
院
を
煩

ら
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と
辛
抱
し

て
い
た
の
で
す
が
、
痛
み
に
た
ま

ら
ず
、
夕
方
救
急
へ
行
き
ま
し
た
。

「
転
倒
？
後
ろ
向
き
歩
き
？
え
え
ー
？
」

医
師
も
看
護
師
も
大
笑
い
で
す
。

「
先
生
、
痛
い
ん
で
す
け
ど
」

「
そ
う
で
し
ょ
う
ね
、
あ
は
は
」

　

そ
の
後
、
紹
介
さ
れ
て
京
都
大

学
の
手
の
専
門
医
に
診
て
も
ら
い
、

経
過
観
察
を
経
て
８
月
下
旬
に
手

術
を
受
け
ま
し
た
。
で
、
右
手
ぐ

る
ぐ
る
巻
き
で
す
。

　

会
う
端
か
ら
職
員
に
は
ぎ
ょ
っ

と
さ
れ
、
道
で
す
れ
違
う
人
に
は

「
あ
れ
ま
、ど
う
し
な
っ
た
ん
？
」

と
聞
か
れ
、
反
対
側
の
歩
道
の
人

か
ら
も
大
声
で
尋
ね
ら
れ
、
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
く
と
座
席
に
次
か
ら

次
に
知
り
合
い
が
押
し
寄
せ
、
飛

行
機
で
は
客
室
乗
務
員
に
「
腕
枕
、

ど
う
ぞ
」
と
枕
を
渡
さ
れ
、
何
だ

か
注
目
度
満
点
で
す
。

　

９
月
４
日
、
市
内
最
高
齢
の
北

村
よ
し
さ
ん
に
お
祝
い
を
お
持
ち

し
ま
し
た
。
１
０
７
歳
で
私
の
年

齢
の
倍
プ
ラ
ス
１
歳
。「
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
耳
元
で
大
き
な
声
で
話
し
か
け

る
と
、「
あ
ん
た
も
体
を
い
た
わ
っ

て
」
と
気
遣
わ
れ
る
始
末
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
心
配
い
た

だ
き
、
感
謝
の
極
み
で
す
。

　

あ
る
人
に
「
そ
ん
な
こ
と
で
市

民
の
命
を
守
れ
る
か
」
と
一
喝
も

さ
れ
ま
し
た
。
災
害
対
策
本
部
の

ト
ッ
プ
と
な
る
べ
き
人
間
が
、
何

と
も
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
市
民
の
命
を

守
る
た
め
に
は
、
避
難
勧
告
も
避

難
指
示
も
、
そ
し
て
排
水
機
の
停

止
す
ら
も 
躊
躇 
せ
ず
決
断
す
る
覚

ち
ゅ
う
ち
ょ

悟
は
で
き
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

神
戸
親
和
女
子
大
学
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

児
童
の
体
力
向
上
計
画
、学
校
・
行
政
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
が
必
要
！

　

８
月　

日
、
孤
立
し
た
地
域
で

２５

の
救
助
活
動
を
想
定
し
た
県
消
防

防
災
航
空
隊
と
市
消
防
本
部
の
合

同
訓
練
を
、
出
石
・
但
東
両
地
域

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
地
震
に
よ
り
道
路

が
寸
断
さ
れ
た
と
の
想
定
で
、
県

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
い
、
被

災
情
報
の
収
集
・
伝
達
・
救
助
の

手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

県
航
空
隊
と
の
合
同
訓
練
で
、

市
消
防
本
部
の
隊
員
が
防
災
ヘ
リ

に
乗
り
込
む
よ
う
な
訓
練
は
今
回

が
初
め
て
。
陸
路
で
は
約　

分
か

３０

か
る
区
間
を
防
災
ヘ
リ
は
約
６
〜

７
分
で
移
動
し
ま
し
た
。

　

市
消
防
本
部
は
「
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
今
後
も
年
１
回
程
度
は

合
同
訓
練
を
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
神

１８

戸
親
和
女
子
大
学
と
連
携
し
て
、

体
力
と
生
活
習
慣
等
と
の
関
連
を

検
証
し
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
体

力
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
し
て
い

く
取
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、
取
組
み
の
結
果
報

２２

告
会
を
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
市
内
３
小
学
校
の

児
童
の
調
査
結
果
を
も
と
に「
生

活
習
慣
と
体
力
の
関
係
」「
食
生
活

と
体
力
の
関
係
」
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
分
析
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

①
規
則
正
し
い
生
活
は
重
要
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
に
大
事
な
の

は
好
き
嫌
い
な
く
食
事
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。

②
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
で
体
を
動
か

す
だ
け
で
な
く
、
本
を
読
ん
だ

り
勉
強
し
た
り
す
る
な
ど
メ
リ

ハ
リ
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
生
活
が
大
事
で
あ
る
。

③
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
外
遊

び
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
体
力

向
上
に
も
役
立
つ
。

④
運
動
が
好
き
に
な
り
、
も
っ
と

得
意
に
な
り
た
い
と
思
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
で
き
る
だ
け
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
運
動
に
親
し
む
こ
と
が
望

ま
し
い
。

⑤
体
力
が
向
上
す
る
こ
と
は
、
単

に
体
力
面
が
向
上
す
る
だ
け
で

な
く
、
成
績
や
生
活
な
ど
生
活

全
般
の
質
を
向
上
さ
せ
る
効
果

が
期
待
で
き
る
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
市
で
は
学

校
や
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
た
取

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

県
消
防
防
災
航
空
隊
と
豊
岡
市
消
防
本
部
の
合
同
訓
練
を
実
施

地
震
に
よ
り
孤
立
し
た
地
域
の
負
傷
者
を
救
え　
!!▲防災ヘリで救助訓練を行う市消

防本部隊員

▲親和女子大学発達教育学
部教授の 　  尾 哲哉さんに

たじ お

よる報告



22広報とよおか　2008.9.25

　

９
月
９
日
、子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ「
チ
ョ
キ
チ
ョ

キ
く
ら
ぶ
」
の
メ
ン
バ
ー
が
城
崎
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、「
布
の
魚
作
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
く
ら
ぶ
は
、
昨
年
６
月
に
発
足
し
、

城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
毎
月
第
２
火
曜
日

の
午
後
、
７
人
の
メ
ン
バ
ー
が
布
な
ど
を
使
っ
て
子

育
て
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
遊
具
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
現
在
作
成
中
の
布
の
魚
は
、　

月　

日
に
開
催

１０

２６

さ
れ
る
「
城
崎
福
祉
ま
つ
り
」
の
中
の
「
子
育
て
ま

つ
り
」
で
お
披
露
目
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
岩
本
清
子
さ
ん（
城
崎
町
上
山
）は

「
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
６
月
か
ら

３０

５０

始
ま
っ
た
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
体
験
講
座
の
発
表

公
演
「
サ
ロ
ン　　
　
『
読
み
し
ば
い
』」
を
、
豊
岡
市

ｄｅ

民
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

読
み
し
ば
い
で
は
、
出
演
者
は
台
本
を
持
ち
、「
せ

り
ふ
」
と
「
ト
書
き
」
を
読
ん
で
物
語
を
伝
え
、
観

客
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
楽
し
み
ま
す
。

　

当
日
は
、「
但
馬
の
民
話
」
と
東
北
を
舞
台
に
し
た

「
夢
の 
痂 
」
が
、
個
性
豊
か
に
描
か
れ
ま
し
た
。

か
さ
ぶ
た

　

出
演
者
の
西
村
素
子
さ
ん
（
竹
野
町
御
又
）
は
、

「
若
い
こ
ろ
か
ら
や
り
た
か
っ
た
芝
居
が
で
き
て
う

れ
し
い
。
違
う
人
に
な
る
の
は
、
高
揚
感
が
あ
り
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

北
前
館（
竹
野
町
竹
野
）で
は
、
急
激
な
原
油
高
騰

が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
を
対
象

に
温
泉
施
設
「
遊
湯
館
」
の
入
浴
料
が
半
額
に
な
る

な
ど
の
生
活
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
９
月
か
ら　

月
１０

　

日
ま
で
の
２
カ
月
間
行
っ
て
い
ま
す
。

３１
　

期
間
中
は
、
入
浴
料
が
大
人
１
人
２
０
０
円
、
小

人
１
人
１
０
０
円
に
な
る
ほ
か
、
１
回
の
入
浴
で
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
１
点
が
押
印
さ
れ
、　

点
た
め
る

１０

と
入
浴
１
回
分
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
同
館
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
売
店
利
用
時
１
、０
０
０
円
以
上
の
買
い
物
を

す
る
と
５
％
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

▲東北の方言が飛び交う ｢夢の痂 ｣の１コマ

▲遊具作りを楽しむメンバー

▲竹野浜が目の前に広がる北前館

サ
ロ
ン　　
　
『
読
み
し
ば
い
』

de

豊
か
な
人
生
経
験
が

演
技
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
！

チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
く
ら
ぶ「
布
の
魚
作
り
」

交
流
の
場
作
り
と

ぬ
く
も
り
の
あ
る
遊
具
作
り
を　
!!

原
油
高
騰
対
策
生
活
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
民
は
入
浴
料
が
半
額
に

ド
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

８
月　

日
、
環
境
保
全
の
先
進
地
を
訪
問
し
、
環

２１

境
意
識
を
高
め
る
「
環
境
未
来
探
検
隊
」
と
し
て
、

愛
知
県
名
古
屋
市
の
小
中
学
生　

人
が
豊
岡
を
訪
れ
、

４１

小
坂
小
学
校
の
児
童　

人
と
環
境
学
習
に
取
り
組
み

１７

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
小
坂
小
学
校
近
く
の
田
ん
ぼ
で
、

カ
エ
ル
や
コ
ウ
ロ
ギ
、
フ
ナ
、
タ
イ
コ
ウ
チ
、
ハ
ン

ミ
ョ
ウ
な
ど
を
次
々
と
採
取
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
係
者
か
ら
採
取
し
た
生
き
も
の
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、「
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
が
生
息
す
る
た
め
に

は
豊
か
な
自
然
環
境
が
大
切
」
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
最
後
は
、
採
取
し
た
生
き
も
の
を
田
ん
ぼ

に
返
し
、
名
古
屋
市
や
豊
岡
市
で
の
取
組
み
を
互
い

に
発
表
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム
開
館　

周
年
を
記

１０

念
し
て
、
元
プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手
で
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
の
松
岡
修
造
さ
ん
を
迎
え
て
テ
ニ
ス
教
室
が
開

催
さ
れ
、
テ
ニ
ス
愛
好
者
な
ど
約
１
、
１
３
０
人
が

会
場
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

小
学
校
低
学
年　

人
を
対
象
と
し
た
キ
ッ
ズ
テ
ニ

８０

ス
教
室
で
は
、
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
や
縄
跳
び
を
使
っ
た
楽
し
い
指
導
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
は
じ
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
一
般
対
象
の
テ
ニ
ス
教
室
や
松
岡
さ
ん

と
１
球
だ
け
打
ち
合
え
る「
修
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
松
岡
さ
ん
の
熱
血
指
導
や
ト
ー

ク
に
会
場
は
笑
い
と
興
奮
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲子どもたちにきめ細かな指導をする松岡さん

　

８
月　

日
、
第　

回
但
東
芸
能
発
表
会
が
但
東
市

３０

２７

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
但
東
文
化
協
会
に
加
盟
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ
練
習
し
た
成
果
を
披
露
し
な

が
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
８
月
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
大
正
琴
や
詩
吟
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
民
謡
・
舞
踊
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
芸
能
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
わ
が

子
・
孫
、
知
人
の
晴
れ
姿
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
、
会

場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
々
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い

ま
し
た
。

▲カエルを捕まえる子どもたち。カエルの種類は
分かるかな？

▲発表者の熱演に大きな拍手が送られ、盛況のうちに
終わった発表会

松
岡
修
造
の
テ
ニ
ス
パ
ー
ク

熱
血
指
導
に会

場
は
大
興
奮　
!!

愛
知
県
名
古
屋
市
の
小
中
学
生
が
来
豊

豊
か
な
自
然
環
境
が
大
切

但
東
芸
能
発
表
会

芸
達
者
た
ち
が

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
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た
ん
た
ん
温
泉
は
、
但
東
町
坂

野（
た
ん
た
ん
ト
ン
ネ
ル
南
側
）の

国
道
４
８
２
号
沿
い
、
見
渡
す
限

り
緑
い
っ
ぱ
い
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

取
材
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。

施
設
の
駐
車
場
に
到
着
し
、
車
か

ら
降
り
て
傘
を
持
た
ず
に
入
口
へ

向
か
う
と
、
一
人
の
男
性
が
駆
け

寄
っ
て
き
て
、「
ど
う
ぞ
」
と
傘
を

差
し
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
地
元
住
民
の
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
す
。

　

同
温
泉
の
支
配
人
を
務
め
る
水

口
亮
二
さ
ん
は
「
オ
ー
プ
ン
ま
で

大
変
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
本

当
の
頑
張
り
ど
こ
ろ
で
す
。
た
ん

た
ん
温
泉
の
完
成
を
起
爆
剤
に
し

て
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と
も
っ
と

高
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は
、

こ
ん
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

市
が
建
設
し
た
た
ん
た
ん
温
泉

の
管
理
運
営
は
、
約
３
２
０
の
地

元
住
民
や
団
体
・
企
業
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
「
た
ん
た
ん
温
泉
運
営

管
理
組
合
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

但
東
地
域
に
は
、
平
成
６
年
に

完
成
し
た「
但
東
シ
ル
ク
温
泉
館
」

が
あ
る
た
め
、
水
口
さ
ん
は
「
同

じ
地
域
で
後
発
に
な
っ
た
温
泉
施

設
な
の
で
、
違
う
個
性
を
出
し
て

い
か
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
」

と
言
葉
を
強
め
ま
す
。

　

そ
こ
で
た
ん
た
ん
温
泉
は
、
日

本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
や
農

家
民
宿
、そ
ば
の
郷
、た
ん
と
う
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
な
ど
の
文
化
関

連
施
設
や
行
事
と
連
携
し
て
地
域

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
観
光
案

内
所
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

田
舎
暮
ら
し
体
験
や
農
業
体
験
な

ど
で
地
元
の
魅
力
を
引
き
立
て
合

い
、
そ
の
輪
が
地
域
か
ら
市
内
全

域
へ
、そ
し
て
市
外
へ
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
種
の
仕
掛
け
人
と
い
う
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
」
と
水
口
さ
ん
。

そ
の
笑
顔
は
自
信
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

た
ん
た
ん
温
泉
の
泉
質
は
、
重

曹
泉
の
「
美
人
の
湯
」
で
、
肌
が

つ
る
つ
る
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

浴
用
の
適
応
症
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
は
、
県
内
産
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
、
木
の
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
造
り
で
、
施
設
に
入

る
と
、
木
の
香
り
に
包
ま
れ
、
心

が
和
ら
ぎ
ま
す
。

　
「 
郷  
路 
の
湯
」・「 
高
龍 
の
湯
」
の

ご
う 

ろ 

こ
う
り
ゅ
う

２
つ
の
露
天
風
呂
は
、
川
の
せ
せ

ら
ぎ
が
聞
こ
え
、
四
季
折
々
の
豊

か
な
自
然
が
堪
能
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
食
事
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

地
元
住
民
の
手
づ
く
り
う
ど
ん
や

お
に
ぎ
り
の
提
供
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
環
境
対
策
の
取
組
み

と
し
て
、
ボ
イ
ラ
ー
の
排
熱
利
用

に
よ
る
床
下
保
温
、ソ
ー
ラ
ー
給
湯
、

太
陽
光
発
電
な
ど
の
設
備
を
備
え
、

環
境
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

水
口
さ
ん
は
「
地
元
住
民
が
心

を
込
め
て
も
て
な
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

細
か
な
心
遣
い
でお

出
迎
え

個
性
を
出
さ
な
い
と

う
ま
く
い
か
な
い

▲たんたん温泉 福寿の湯支配人の
水口さん。趣味は旅行と絵を描く
こと

温泉施設から情報発信
但東の新しい魅力が また一つ

■所在地　　 但東町坂野470 
■電話・FAX　56-1511 
■営業時間 
　平　日  午前11時～午後10時 
　土日祝日  午前10時～午後10時 
※入館はいずれも午後9時30分まで 
■休館日　毎週火曜日 
■料金　　大人500円 
　　　　　子ども300円 
　　　　　（5歳～中学生） 

《施設利用のご案内 》 

水
口
亮
二
さ
ん（　

歳
）但
東
町
中
山

６３

　

但
東
地
域
の
資
母
地
区
で
は
、
今
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
た

ん
た
ん
温
泉 
福
寿
の
湯
」
を
中
心
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
施
設
の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
。

木
の
ぬ
く
も
り
と

地
元
住
民
の
も
て
な
し
で

　
　
　

身
も
心
も
温
ま
る
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但
馬
合
気
会

は
、
神
鍋
高
原

万
場
ス
キ
ー
場

内
に
あ
る
公
徳

館
武
道
場
を
拠

点
と
し
て
活
動

す
る
合
気
道
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。
男
女
合
わ
せ
て

　

人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
週
月
曜

１０日
は
公
徳
館
で
、
木
曜
日
は
旧
日

高
職
業
訓
練
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
午

後
７
時
か
ら
８
時　

分
ま
で 
稽  
古 

け
い 

こ

３０

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
谷
垣
尭
則
さ
ん
（
日
高

町
上
石
）
は
「
但
馬
で
合
気
道
が

学
べ
る
数
少
な
い
グ
ル
ー
プ
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

合
気
道
は
、
相
手
と
戦
っ
て
倒

す
術
で
は
な
く
、
相
手
の
攻
撃
の

み
制
し
、
相
手
を
傷
つ
け
な
い
武

道
で
す
。
攻
撃
を
受
け
流
し
相
手

を
制
す
る
、
こ
の
流
れ
る
よ
う
な

体
さ
ば
き
か
ら
生
ま
れ
る
技
は
、

一
見
、
舞
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す

が
、
一
撃
で
相
手
の
攻
撃
を
制
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
別
な
筋

力
を
必
要
と
し
な
い
所
が
人
気
を

集
め
、
近
年
で
は
、
護
身
術
と
し

て
体
得
し
よ
う
と
す
る
女
性
の
参

加
者
も
多
く
、
誰
も
が
気
負
い
せ

ず
に
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
武
道
と
違
っ
て
試

合
は
な
く
、
昇
級
・
昇
段
試
験
で

は
、
相
手
と
決
め
ら
れ
た
技
を
行

い
、
そ
の
正
確
さ
が
審
査
さ
れ
ま

す
。
相
手
と
気
を
合
わ
せ
な
が
ら

決
め
ら
れ
た
技
を
正
確
に
表
現
す

る
と
い
う
所
に
、
繰
り
返
し
稽
古

す
る
意
義
と
奥
深
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生

活
の
中
に
合
気
道
を
取
り
入
れ
、

心
身
の
鍛
錬
や
気
分
転
換
、
運
動

不
足
の
解
消
に
役
立
て
な
が
ら
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
参

加
く
だ
さ
い
。

『
但
馬
合
気
会
』（
日
高
）

相
手
を
倒
さ
ず
攻
撃
を
制
す
る
合
気
道

　

住
宅
に
囲
ま
れ
た
城
南
保
育
園
。

隣
に
は
八
条
幼
稚
園
・
八
条
小
学

校
が
あ
り
、
学
校
の
様
子
を
見
た

り
、
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
し
な
が
ら
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
、
プ
ー
ル
納
め
が
行

わ
れ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
様
子

を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　　

こ
の
日
は
良
い

天
気
で
気
温
も
上

昇
し
、
プ
ー
ル
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
リ
ズ
ム
体
操

で
体
を
動
か
し
た
あ
と
、
園
児
一

人
ひ
と
り
体
を
洗
い
流
し
て
順
番

に
プ
ー
ル
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

年
の
大
き
い
子

ど
も
た
ち
は
大
き

な
プ
ー
ル
で
バ
タ

足
や
顔
浸
け
、
水

中
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ

り
な
ど
練
習
し
て

き
た
成
果
を
、
一

人
ず
つ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
み
ん
な

に
見
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
夏
、
楽
し
く
元
気
い
っ

ぱ
い
に
プ
ー
ル
遊
び
が
で
き
た
ご

ほ
う
び
に
先
生
お
手

製
の
�
げ
ん
き
っ
こ

メ
ダ
ル
�
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

メ
ダ
ル
を
手
に
し

た
園
児
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
気
分
。

と
っ
て
も
良
い
笑
顔

で
今
年
最
後
の
プ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
は
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
で
の

ど
を
う
る
お
し
、
そ
の
後
、
お
昼

ご
飯
を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

8

城
南
保
育
園 （
豊
岡
） 

〈
園
児
１２０
人
〉 

　

足
を
水
に
浸
け
て
プ
ー
ル
に
入

る
と
園
児
た
ち
は
「
冷
た
く
て
気

持
ち
い
い
」「
楽
し

い
」
と
笑
顔
で
元

気
な
声
を
出
し
て

い
ま
し
た
。

　

園
庭
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
準
備

さ
れ
た
大
小
の
い
く
つ
か
の
カ
ラ

フ
ル
な
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
は
、

０
歳
、
１
歳
、
２
歳
の
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
が
入
っ
て
遊
ん
で
い
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
手
作
り

シ
ャ
ワ
ー
で
遊
ん
だ
り
、
ワ
ニ
さ

ん
歩
き
を
し
な
が
ら
バ
チ
ャ
バ

チ
ャ
と
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

メ
ダ
ル
も
ら
っ
た
よ

　

メ
ダ
ル
も
ら
っ
た
よ

●メンバー募集中
《問合せ》谷垣　�０９０－３９７３－５５４６

冷
た
く
て

　

冷
た
く
て

気
持
ち
イ
イ
！

気
持
ち
イ
イ
！

小
さ
く
て
も

　

小
さ
く
て
も

元
気
い
っ
ぱ
い

元
気
い
っ
ぱ
い

こ
ん
な
こ
と
で
き
る
よ

　

こ
ん
な
こ
と
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
よ

う
に
な
っ
た
よ　
!!!!
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シ
リ
ー
ズ 

12

「
児
童
手
当
と
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
」 

　

今
回
は
、
小
学
校
と
中
学
校
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
連
携
を
し

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
一

例
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
出
前
授
業

　

中
学
校
の
教
員
が
、
校
区
の
小

学
校
に
出
向
き
、
授
業
を
行
い
ま

す
。
特
に
、
英
語
の
出
前
授
業
で

は
、
児
童
も
目
を
輝
か
せ
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
興
味
と
期
待
の
大

き
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
中
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
み

だ
」
と
か
、「
不
安
だ
っ
た
け
ど
あ

ま
り
難
し
く
な
く
て
安
心
し
た
」

な
ど

の
感

想
を

た
く

さ
ん

聞
い

て
い

ま
す
。

●
小
・
中
学
校
の
教
員
に
よ
る

乗
り
入
れ
授
業

　

小
学
校
高
学
年
の
授
業
を
小
学

校
と
中
学
校
の
教
員
が
授
業
の
準

備
か
ら
実
施
・
反
省
ま
で
協
力
し

て
行

い
ま

す
。

　

お
互
い

の
授

業
の

方
法

や
児
童
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
授
業
を
見
直
す
こ
と

や
、
指
導
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
の

情
報
交
換

　

児
童
・
生
徒
の
不
登
校
や
問
題

行
動
等
に
対
応
す
る
た
め
、
定
期

的
に
情
報
交
換
や
事
例
研
究
を

「
根
っ
こ
づ
く
り
」「
幹
づ
く
り
」へ
の
挑
戦
シ
リ
ー
ズ 

豊
岡
市
小
中
連
携
教
育
の
推
進  

そ
の
2

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
９
年
間
で
「
生
き 

る
力
」
を
育
む
た
め
の
『
は
ば
た
き
プ
ラ
ン
』 

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
核
と
な
る
「
小 

中
連
携
教
育
」
と
「
小
小
連
携
教
育
」
に
つ 

い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

2

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
教
育
課
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
　
23
　
1
4
5
2

－
 

●
児
童
手
当

　

０
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
修
了

ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

方
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、

出
生
か
ら　

日
以
内
に
市
民
課
市

１５

民
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
申
請
者
の
健
康
保
険
証
（
子
ど

も
分
は
不
要
）

・
手
当
振
込
先
の
口
座
番
号
（
申

請
者
）
の
分
か
る
も
の
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

・
申
請
者
の
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の

▽
支
給
月
額

・
３
歳
未
満
１
万
円

・
３
歳
以
上
第
１
子
・
第
２
子
各

５
千
円
、
第
３
子
以
降
１
万
円

▽
支
給
開
始
月　

申
請
の
翌
月

▽
支
給
月　

６
月
・　

月
・
２
月

１０

　

市
が
行
っ
て
い
る「
子
育
て
支
援
事
業
」を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。《
問
合
せ
》﹇
児
童
手
当
﹈市
民
課
市
民
係
�　

－

９
０

２１

1
５
・﹇
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
﹈国
保
医
療
係
�　

－

９
０
６
1

２１

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
指
導
や
、
小
・
中
の
一

貫
し
た
指
導
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
異
年
齢
交
流

　

中
学
校
の
生
徒
会
が
企
画
し
、

ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
小
学
生
と
一
緒
に

行
っ
て

い
ま
す
。

　

中
学

生
が
小

学
生
を

指
導
す

る
な
ど
、

リ
ー
ダ

ー
性
を
発
揮
し
た
り
、
小
学
生
は

中
学
生
へ
の
憧
れ
の
気
持
ち
を
育

む
な
ど
、
好
ま
し
い
縦
の
関
係
を

つ
く
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
中
学
校

区
ご
と
に
、
児
童
・
生
徒
の
課
題

や
校
区
の
実
情
に
応
じ
て
異
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
小
・
中
の
一

貫
し
た
「
家
庭
学
習
の
す
す
め
」

を
作
成
・
配
布
し
て
い
る
中
学
校

区
も
あ
り
ま
す
し
、
市
教
育
委
員

会
で
は
、
小
・
中
学
校
の
教
員
が

一
緒
に
な
っ
て
９
年
間
を
通
し
た

算
数
・
数
学
の
学
習
指
導
法
の
研

究
も
し
て
い
ま
す
。

●
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

　

０
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
以
下

の
子
ど
も
が
医
療
を
受
け
る
際
に
、

病
院
等
の
窓
口
負
担
金
の
一
部
を

助
成
し
、
家
庭
の
負
担
を
軽
減
す

る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す（
０
歳
児
を
除
く
）。

　

乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
を
受

け
る
た
め
に
は
、「
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
者
証
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
市
民
課
国
保
医
療
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

▽
助
成
方
法　

県
内
の
保
険
医
療

機
関
等
で
、
被
保
険
者
証
と
併

せ
て
「
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給

者
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

窓
口
負
担
金
の
一
部
が
軽
減
さ

れ
ま
す
（
県
外
は
後
日
助
成
）。

▽
自
己
負
担
限
度
額

・
外
来
１
日
７
０
０
円（
月
２
回
）

・
入
院
１
カ
月
２
、８
０
０
円

▲英語の出前授業

▲小学校６年算数の乗り入
れ授業

▲小中合同のクリーン作成
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▽
齋
藤
和
民
（
弥
栄
町
）

　

齋
藤
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や
、
豊

岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
と
し

て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▽
堂
垣
秀
康
（
戸
牧
）

　

堂
垣
さ
ん
は
、
６
月　

日
に
姫

１５

路
市
立
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
表
記
大
会
の
男
子　

歳
以
上
シ

６０

ン
グ
ル
ス
で
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

月　

日
〜　

日
に
鹿
児
島
市
で

１０

２５

２８

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

▽
浅
田
清
貴
（
但
東
町
久
畑
）

陸
上
競
技
・
少
年
男
子
「
Ａ
１

０
０
メ
ー
ト
ル
」、「
４
×
１
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
」

▽
結
城
竜
則
（
城
崎
町
湯
島
）

　

ボ
ー
ト
競
技
・
成
年
男
子
「
ダ

　

ブ
ル
ス
カ
ル
」
監
督

▽
竹
野　
 
佑 
（
正
法
寺
）

た
す
く

　

ボ
ー
ト
競
技
・
成
年
男
子
「
ダ

　

ブ
ル
ス
カ
ル
」

▽
稲
垣
宏
実
（
出
石
町
川
原
）

　

空
手
道
競
技
・
成
年
女
子
「
形
」

▽
北
村
よ
し
（
１
０
７
歳　

日
高

　

町
宵
田
）

▽
橋
本
石
松
（　

歳
）・
栄
（　

歳

９８

９５

　

但
東
町
中
山
）

最
高
齢
者

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

　

宝
石
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
☆
輝
い

て
、鈴
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、明
る
く

元
気
に
育
っ
て
ね　
!!

（
父 
克
彦
・
母 
や
す
子
、伏
）

　

悠
花
の
笑
顔
が
家
族
は
み
ん
な
大

好
き
�
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い

笑
顔
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
。

（
父 
充
弘
・
母 
祥
子
、泉
町
）

（平成１９年６月１６日生）

大 西 妃  楽 
き ら

ちゃん
（平成１９年１月２９日生）

岡 本 悠  花 
はる か

ちゃん

　

優
く
ん
大
好
き
。
ま
た
す
ぐ
に

戻
っ
て
き
て
ね
。

（
父 
忍
・
母 
絵
美
、出
石
町
安
良
）

　

次
は
何
し
て
遊
ぼ
う
か
？
父
・
母

は
美
月
に
メ
ロ
メ
ロ
で
す
�
す
く
す

く
大
き
く
育
っ
て
ね
！

（
父 
敦
司
・
母 
泉
、倉
見
）

　

外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
裕
也
。

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ

う
ね
。

（
父 
章
夫
・
母 
美
奈
子
、江
本
）

（平成１８年８月１４日生）

石田 美  月 
み づき

ちゃん
（平成１９年８月２６日生）

安木 優  太 
ゆう た

ちゃん

おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

平
成　

年
度

２０兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞

兵
庫
県
ね
ん
り
ん
卓
球
交
流
大
会

兼
第　

回
全
国
健
康
福
祉
祭

２１

　
　

か
ご
し
ま
大
会
予
選　

男
子　

歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

６０

第　

回
国
民
体
育
大
会

６３
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
）

に
豊
岡
か
ら
も
出
場
し
ま
す

最
高
齢
夫
婦

　

い
つ
も
仁
の
ま
わ
り
は
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
。
大
き
く
元
気
に
育
っ
て

ね
！

（
父 
政
也
・
母 
江
梨
子
、出
石
町
町
分
）

　

外
で
遊
ぶ
の
大
好
き　

元
気
に
大

!!

き
く
な
っ
て
ね
！

（
父 
武
志
・
母 
理
絵
、日
高
町
宵
田
）

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
心
琴
ち
ゃ
ん

♪
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね　
!!

（
父 
和
信
・
母 
知
美
、栄
町
）

（平成１８年６月２２日生）

太田 結  菜 
ゆ な

ちゃん
（平成１８年６月２２日生）

梓野　  仁 
じん

ちゃん

（平成１８年７月２４日生）

黒田 裕  也 
ゆう や

ちゃん

（平成１８年７月５日生）

足立 心  琴 
み こと

ちゃん
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

金
銭
の
支
払
契
約
や
定
期
借
地

な
ど
の
重
要
な
取
引
き
を
し
た
り
、

遺
言
を
残
し
た
り
す
る
と
き
は
、

公
正
証
書
が
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
公
証
役
場
の
公

証
人
（
裁
判
官
や
検
察
官
な
ど
を

務
め
た
法
律
の
専
門
家
）
が
作
成

し
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
公
証
役
場

　

�　

－

０
７
９
６
ま
た
は
神
戸

２２

　

地
方
法
務
局
豊
岡
支
局

　

�　

－

０
４
１
７

２３

　

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

は
、
内
閣
府
の
「
生
活
安
心
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ
で
あ
る
、
交

通
安
全
に
対
す
る
国
民
の
意
識
を

高
め
る
た
め
の
国
民
運
動
と
し
て
、

設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
の
大
切
さ
を
一
人
ひ

と
り
が
考
え
、
交
通
ル
ー
ル
と
交

通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
車
の
運
転
者

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

・
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

◆
自
転
車
の
利
用
者

・
信
号
機
や
一
時
停
止
標
識
の
遵

守
・
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

・
夜
間
の
ラ
イ
ト

　

点
灯

◆
歩
行
者

・
夜
行
反
射
材
や
明
る
い
服
装
の

着
用

・
信
号
機
や
横
断
歩
道
の
あ
る
場

所
の
横
断

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係
�　

－

１
１
１
１

２３

９
月　

日（
火
）は

３０

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

大
切
な
契
約
書
や
遺
言
な
ど
は

公
正
証
書
に

　

月
１
日（
水
）〜
７
日（
火
）は

１０

公
証
週
間

　

行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
苦
情
や
意
見
、

要
望
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
関
係
行

政
機
関
な
ど
に
必

要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解

決
や
実
現
に
努
め
、
行
政
運
営
の

改
善
を
図
る
制
度
で
す
。

　

行
政
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
毎
月
の
相
談
日
は
、
市

広
報　

日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１０

◆　

月
の
相
談
日

１０２
日（
木
）、
９
日（
木
）、　

日
１０

（
金
）、　

日（
土
）、　

日（
水
）

１１

１５

◆
行
政
相
談
員
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

▽
問
合
せ　

総
務
省
兵
庫
行
政
評

価
事
務
所

　

�
０
７
８－

３
２
１－

１
１
０
０

　

ま
た
は
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　

�　
－

１
１
１
１

２３

　

社
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
労
働

者
を
１
人
で
も
雇
用
し
た
事
業
主

は
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を

し
て
、
労
働
保
険
料
を
申
告
・
納

付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手

続
き
を
し
て
い
な
い
事

業
主
は
、
労
働
基
準
監

督
署
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

但
馬
労
働
基
準
監
督

署
�　

－

５
１
４
５
ま
た
は
豊

２２

岡
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
豊
岡
）

　

�　

－

３
１
０
１

２３

　

月
は

１０労
働
保
険
適
用
促
進
月
間　

行
政
相
談
週
間

　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

１０

２０

２６

 

氏　　名選出
地域

宮代　俊一
豊岡

大岸　早苗

岩本　清美城崎

土生田　誠竹野

上田　和三日高

酒井　清道出石

山本　　脩但東

期

間

期

間
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た
じ
ま
「
子
育
て
」
ネ
ッ
ト
で

は
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

の
機
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
参

加
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
前　

１０

１１

１１

時
〜
午
後
３
時

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
対
し
て
、

心
か
ら
追
悼
の
誠
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
あ
わ

せ
て
平
和
を
願
う
市
民

の
強
い
決
意
を
表
す
た
め
、
戦
没

者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

遺
族
の
方
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
、
多
数
参
列
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
金
）午
前　

１０

１０

１０

時
〜　

時　

分

１１

３０

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル
※
手
話
通
訳
を
行
う
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
�　

－

７
０
３
３
ま
た
は

２４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

▽
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

　
（
養
父
市
八
鹿
町
）

▽
対
象　

小
学
生
未
満
の
子
ど
も

を
持
つ
家
族

▽
内
容

・
子
ど
も
の
和
太
鼓

演
奏
、
凧
づ
く
り
、

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
、
お
も
ち
ゃ
の

広
場
、
人
形
劇
、
調
理
体
験
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

・「
但
馬
家
庭
の
日
」
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
、
絵
画
の
表
彰
式

▽
入
場
料　

無
料
（
一
部
、
参
加

体
験
料
が
必
要
）

▽
持
ち
物　

お
に
ぎ
り
、
お
茶

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
県
民
生
活 

部
地
域
協
働
課
�　

－

３
６
４
４

２６

　
「
し
ま
じ
ろ
う
」の
体
操
の
お
兄

さ
ん
〝
の
ぶ
り
ん
〞
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

歌
の
お
姉
さ
ん
〝
あ
つ
子
お
ね
え

さ
ん
〞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で

お
な
じ
み
の
「
ぜ
ん
ま
い
ざ
む
ら

い
」
が
県
立
但
馬
ド
ー
ム
に
や
っ

て
来
ま
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
い
、
踊
り
、

手
遊
び
な
ど
も
楽
し
ん
で
、
み
ん

な
で
笑
顔
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
　

月　

日

１０

１８

　
（
土
）午
後
２
時
〜

　

３
時　

※
入
場
時

間
は
、
午
後
１
時

　

分
〜
２
時

３０
▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
参
加
費　

無
料　

▽
申
込
み　

不
要

▽
そ
の
他　

観
客
席
は
自
由
席

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム
幼

　

児
イ
ベ
ン
ト
係

　

�　

－

１
９
０
０

４５

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）午
前
９

１０

１９

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

但
東
総
合
支
所
周
辺

▽
内
容　

・
食
べ
歩
き
テ
ン
ト

村
・
特
産
農
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
但
東
秋

ま
つ
り
、
よ
さ
こ
い
お
ど
り
、

菓
子
・
景
品
付
も
ち
ま
き
な
ど
）

・
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
コ
ー
ナ
ー
（
野
菜

即
売
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
農

業
資
材
販
売
な
ど
）

・
但
東
町
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
コ
ー

ナ
ー

・
丸
太
早
切
り
競
争

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

▽
問
合
せ　

但
東
町
商
工
会

　

�　
－

０
３
５
０

５６

　

気
持
ち
の
良
い
秋
の
風

に
誘
わ
れ
て
、
家
族
お
そ

ろ
い
で
、
楽
し
い
一
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
園
の
新
規
利
用
申
込

み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）午
前　

１０

１９

１０

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農

園
広
場
（
出
石
町
鳥
居
）

▽
内
容

・
さ
つ
ま
い
も
堀
り

・
黒
大
豆
の
枝
豆
の
収
穫
体
験

・
も
ち
つ
き
体
験
お
よ
び
即
売

・
有
機
野
菜
や
産
地
収
穫
物
即
売

・
カ
ン
ト
リ
ー
バ
ン
ド
演
奏

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

▽
問
合
せ　

鳥
居
や
す
ら
ぎ
農
園

管
理
組
合
組
合
長　

広
井
昌
利

さ
ん
�　

－

４
４
２
４

５２

第
２
回た

じ
ま
子
ど
も
ま
つ
り

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式

２
０
０
８

但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ

の
ぶ
り
ん
と
あ
つ
子
お
ね
え

さ
ん
の
歌
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
!!

＆
ぜ
ん
ま
い
ざ
む
ら
い

き
ぐ
る
み
シ
ョ
ー

〜
お
い
し
い
秋
の
贈
り
物
〜

鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園

 
秋
の
収
穫
祭

催

し

催

し
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骨
粗
し
ょ
う
症
は
、

骨
量
が
減
っ
て
骨
の
内

部
が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、

骨
折
し
や
す
く
な
る
病

気
で
す
。
骨
量
は
、
加
齢
と
と
も

に
少
し
ず
つ
減
り
、
特
に
女
性
は
、

閉
経
後
に
急
速
に
減
少
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
の
骨
の
状
態
を
知

り
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
　

月　

日（
火
）〜　

日

１０

１４

１７

（
金
）、　

日（
月
）〜　

日（
金
）、

２０

２４

　
　

日（
月
）〜　

日（
金
）

２７

３１

※
午
後
１
時
〜
３
時
（
予
約
時
に

時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▽
場
所　

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー　

１
階　

健
診
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
〜　

４０

７０

歳
の
女
性
（
平
成　

年
３
月
末

２１

現
在
）

▽
検
診
方
法　
 
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ 
法

デ　
　

キ　
　

サ

※
Ｘ
線
撮
影
用
の
装
置
で
腰
椎
の

骨
密
度
を
計
測

▽
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
し
ま
す
。
豊
岡
市
保
健

セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
希
望
日
時

を
予
約
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所

○　

月　

日（
月
）午

１０

２０

　

後
１
時　

分
〜
・

３０

　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

２
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
大
磯
町
）

○　

月　

日（
火
）午
後
１
時　

分

１０

２１

３０

〜
・
新
温
泉
町
浜
坂
多
目
的
集

会
施
設
（
新
温
泉
町
庁
舎
隣
）

※
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
方
に
出

席
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署
法
人
課

税
第
１
部
門
�　

－

２
１
５
９

２２

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
金
）

１０

２４

▽
料
金　
　

※
平
成　

年
３
月
末
現
在
の
年
齢

２１

で
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
（
豊
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

�　

－

９
６
０
４

２４

◆
第　

回
伊
藤
清
永
賞

１２

子
ど
も
絵
画
展

▽
会
期　
　

月　

日（
土
）〜　

日

１０

１１

２０

（
月
）午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま

３０

で
。
水
曜
日
は
休
館
）

▽
場
所　

伊
藤
清
永
美
術
館

▽
入
館
料　

一
般
３
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
１
５
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料
（
常
設
展
含
む
）

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク「
子
ど
も

に
と
っ
て
絵
を
描
く
こ
と
と
は
」

　

子
ど
も
が
育

む
想
像
力
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、

絵
画
展
の
入
賞

作
品
を
通
し
て
話
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）、　

１０

１２

１９

（
日
）い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
、

１０

午
後
２
時
〜
（
計
４
回
）

▽
対
象　

小
学
生
以
下
の
親
子
各

　

組
（
電
話
予
約
必
要
）

１５
◆
童
謡
･
唱
歌
の
夕
べ

　

伊
藤
清
永
画
伯
の
絵
画
の
光
の

中
で
、
童
謡
を
口
ず
さ
み
な
が
ら

歌
声
に
包
ま
れ
る
。
そ
ん
な
１

シ
ー
ン
を
親
子
の
思
い
出
と
し
て

残
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
　

月　

日（
火
）午
後
２

１０

２１

時
〜
４
時

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

カ
ラ
ー
リ
ー
フ
を
楽
し

む
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師

　

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
参
加
費　

２
、０
０
０

　

円（
材
料
費
含
む
）

▽
申
込
期
限　
　

月
７
日（
火
）

１０

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
生
活
環
境
係

　

�　
－

５
３
０
４

２３

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
後
７

１０

２５

時
〜

▽
場
所　

伊
藤
清
永
美
術
館

▽
内
容　

日
本
の
童
謡
・
唱
歌
の

コ
ン
サ
ー
ト　

・
出
演
者　

藤
原
俊
輔
門
下
「
八

声
会
」
の
皆
さ
ん

▽
入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
３
０
０
円

▽
定
員　

１
０
０
人

法
人
税
法
等
の
説
明
会

花
の
講
習
会
（　

月
講
座
）

１０

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

伊
藤
清
永
美
術
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

�　

－

５
４
６
６

５２

料　金対象者（女性市民）

１，０００円

４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、
６０歳、６５歳の方
（市民税非課税世帯の
方、生活保護受給中の
方は申請により無料）

２，９４０円上記を除く
４１歳～６９歳の希望者

無料７０歳の方

女
性
の
方
へ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の

お
知
ら
せ

〜　

歳
を
過
ぎ
た
ら

４０

骨
量
チ
ェ
ッ
ク
を
〜
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日
高
地
域
の
保
育

園
で
、
在
宅
の
親
子

を
対
象
に
体
験
入
園

を
行
い
ま
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
友
達
と
一
緒
に

遊
び
を
経
験
さ
せ
た
い
」
と
い
う

方
は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
月
）〜　

日

１０

２７

３１

（
金
）午
前
９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
▽
対
象　

０
〜
５
歳
児
と
そ
の
保

護
者

▽
体
験
料　

１
日
２
０
０
円
（
幼

児
の
み
給
食
体
験
）

▽
申
込
方
法　

保
育
園
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日（
火
）〜

１０

１４

　

日
（
金
）（
募
集
組
数
に
達
し

１７た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

各
保
育
園

▽
日
時　
　

月
４
日（
土
）午
後
１

１０

時　

分
〜（
受
付
午
後
１
時
〜
）

３０

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

５
階

ホ
ー
ル
（
大
磯
町
）

▽
内
容　

○
第
１
部　
「
選
ば
れ
た
ら
何
を

す
る
の
か
？
裁
判
員
制
度
」

・
講
師　

神
戸
地
方
裁
判
所
豊
岡

　

支
部
長（
裁
判
官
）　

石
村　

智

さ
ん

○
第
２
部　
「
元
気
な
と
き
に
考

え
た
い
老
後
の
生
き
方
〜
成
年

後
見
、相
続
、遺
言
を
中
心
に
〜
」

・
講
師　

豊
岡
公
証
役
場　

公
証

人　

荒
木
一
則
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

事
務
局

　

�
０
７
８－

３
７
１－

６
３
６
１

ま
た
は
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但

馬
支
部
長　

高
田
勝
美
さ
ん

　

�　

－

２
０
４
０

２４

募

集

募

集

保
育
園
体
験
入
園
の
募
集

　

月
１
日
法
の
日
記
念

１０

市
民
講
座

「
あ
な
た
が
裁
判
員
に

　

選
ば
れ
た
ら
？　

＆

活
か
そ
う
！
公
正
証
書
」

電話番号募集組数保育園名

４２－１７１７６こくふ保育園

４２－１７３１３八代保育園

４２－０１６９８蓼川保育園

４２－１１２２４蓼川第二保育園

４２－１０５６３静修保育園

４４－０６１０２三方保育園

４５－０４５０３清滝保育園

４５－０１５２２西気保育園

　

平
成　

年
度
の
園
児
を
募
集
し

２１

ま
す
。

▽
募
集
人
員　

・
３
歳
児
（
平
成

　

年
４
月
２
日

１７〜
平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま

１８

れ
た
方
）　
　

人
４０

・
４
歳
児
（
平
成　

年
４
月
２
日

１６

〜
平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま

１７

れ
た
方
）　
　

人　
４０

▽
出
願
期
間

・
第
１
期　
　

月　

日（
水
）〜　

１０

２２

２４

日（
金
）

・
第
２
期　

平
成　

年
１
月
８
日

２１

（
木
）〜
９
日（
金
）

※
受
付
は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
第
２
期
は
若
干
名
募
集

▽
面
接
日

・
第
１
期　
　

月　

日（
土
）

１１

１５

・
第
２
期　

平
成　

年
１
月　

日（
土
）

２１

１７

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

平
成　

年
度
か
ら
、

２１

子
育
て
支
援
と
し
て
、
２
歳
児

保
育
を
始
め
ま
す
。
詳
細
は
、

　

月
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１２
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

近
畿
大
学

　

豊
岡
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

　

�　
－

６
３
６
０

２２

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園

平
成　

年
度
園
児
募
集

２１

　

竹
野
南
里
山
の
会
で
は
、

森
林
体
験
を
通
し
て
自
然

の
営
み
を
学
び
、
心
の
豊

か
さ
を
高
め
る
た
め
草
木

染
め
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）午
前
９

１０

１９

時　

分
〜
午
後
１
時

３０

※
受
付
は
午
前
９
時
〜
雨
天
決
行

▽
場
所　

竹
野
南
森
林
公
園
（
竹

　

野
町
森
本
）

※
受
付
は
竹
野
南
地
区
公
民
館

▽
参
加
費　

１
、
０
０
０
円

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨

具（
昼
食
は
一
緒
に
作
り
ま
す
）

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
火
）

１０

１４

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
地
域
整
備
課

　

�　

－
１
１
１
１

４７

草
木
染
め
教
室
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豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
と
豊
岡
市

国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
人
を

対
象
と
し
た
料
理
講
習
を
開
催
し
、

正
し
い
調
理
機
器
の
使
い
方
、
さ

ら
に
杞
柳
細
工
を
通
し
て
、
日
本

の
文
化
を
学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
９
日（
日
）午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱　

３
階　

料
理
講
習
室（
三
坂
町
）

▽
内
容　

日
本
料
理
講
習
会
（
土

鍋
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
天
ぷ
ら

汲
み
出
し
豆
腐
な
ど
）、

　

杞
柳
細
工
学
習

▽
対
象　

市
内
在
住
、

　

在
学
、
在
勤
の
外
国
人

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２４

▽
参
加
費　

１
人
１
、５
０
０
円

※
同
伴
者
・
子
ど
も
を
連
れ
て
参

加
す
る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
月
）

１０

２０

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
国

際
交
流
協
会

　

�
・　
　

－

５
９
３
１

ＦＡＸ
２４

▽
問
合
せ　

豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

　

�　

－

２
２
２
２　
　

－

７
６
５
０

２３

ＦＡＸ
２３

〜
炎
が
創
る美

味
し
い
和
食
〜

外
国
人
料
理
講
習
会

参
加
者
募
集

　

第　

回
大
石
り
く

１１

ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
り
く
ゆ
か
り

の
地
め
ぐ
り
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）午
前
９

１０

２５

時
〜
午
後
０
時　

分
（
予
定
）

３０

※
集
合
は
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
駐
車

場
に
午
前
８
時　

分
４５

▽
コ
ー
ス　

香
林
会
館（
正
福
寺
）

〜
養
源
寺
〜
り
く
生
誕
地
〜
吉

之
進
の
墓

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

４０

▽
参
加
費　

無
料

▽
そ
の
他　

運
動
靴
、
軽
装
で
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
火
）

１０

１４

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

大
石
り
く

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
豊
岡
観
光
協
会
内
）

　

�　

－
８
１
１
１（
水
曜
日
定
休
）

２２

　

県
で
は
、
施
策
や
事
業
の
立
案

な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
意
見
を
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
県
政
に
つ

い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

▽
活
動
内
容　

身
近
な
県
政
課
題

な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
年
４
回
程
度
）
の
回
答

※
謝
礼
な
し
。
県
の
最
新
情
報
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
届
け
ま
す
。

▽
任
期　

登
録
日
〜
平
成　

年
３

２１

月　

日（
希
望
に
よ
り
更
新
）　

３１

▽
応
募
資
格　

県
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の　

歳
以
上
の
方
で
、
パ

１８

ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
メ
ー
ル
を
使
用
で
き
る
方

※
常
勤
県
職
員
（
教
員
、
警
察
官

含
む
）、
県
議
会
議
員
は
除
く
。

▽
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
･
問
合
せ　

県
広
聴
室

広
聴
係

　

�
０
７
８－

３
６
２－

３
０
２
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
eb.pref.hyogo.lg.

jp/ac20/m
onitor.htm

l

県
民
モ
ニ
タ
ー
募
集

り
く
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り

　

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
出
石
フ
ク
ノ
ハ
ナ
生

産
部
会
で
は
、
全
国
で
唯
一
出
石

地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る「
酒
米
フ

ク
ノ
ハ
ナ
」
の
米
粉
を
使
っ
た
料
理
・

加
工
品
を
募
集
し
ま
す
。
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
、
企
業
な
ど

▽
応
募
基
準　

フ
ク
ノ
ハ
ナ
の
米

粉
を
活
か
し
、
調
理
ま
た
は
加

工
し
た
も
の
で
、
す
で
に
商
品

化
し
て
い
る
も
の
や
他
者
が
発

表
し
て
い
る
も
の
は
除
く
。

※
実
物
審
査
会
の
開
催
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法　

指
定
用
紙
に
記
入

の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ

さ
い
。

▽
応
募
期
限　
　

月　

日（
金
）

１１

２８

※
当
日
消
印
有
効

▽
そ
の
他　

応
募
者
全

　

員
に
記
念
品
贈
呈

▽
応
募
・
問
合
せ　

豊
岡
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー（
〒
６
６
８
‐

０
０
２
５　

幸
町
７
‐　

）
１１

　

�　

－

３
７
０
６　
　

－

８
１
６
３

２６

ＦＡＸ
２４

※
持
参
の
み
受
付　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま

出
石
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー（
出

石
町
町
分
）
�　

－

３
３
８
７

５２

ま
た
は
出
石
総
合
支
所
地
域
整

備
課
�　

－

９
０
２
８

２１

「
フ
ク
ノ
ハ
ナ
米
粉
レ
シ
ピ

　
コ
ン
テ
ス
ト
」応
募
者
募
集
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ぜ
ひ
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）

１０

１８

　

午
後
１
時
〜
４
時

※
予
約
制

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

２
階

第
１
交
流
セ
ン
タ
ー（
大
磯
町
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

▽
日
時　
　

月　

日（
日
）午
前
９

１０

２６

時
〜　

※
雨
天
時
は　

月
２
日

１１

（
日
）に
延
期

▽
場
所　

神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公
園

▽
種
目　

男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
予
選
リ
ー
グ
戦
後
、順
位
別
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

▽
参
加
費　

一
般
・
高
校
生
１
ペ

ア
３
、１
０
０
円（
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
）

▽
申
込
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
〒
６
６
８
‐
０
８
３
１

　

神
美
台
１
５
７
‐　
４０

神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
「
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

豊
岡
オ
ー
プ
ン
係
」・

　
　

－

２
７
５
１
）ま
た
は
メ
ー

ＦＡＸ
２２

ル（um
a2@
fureai

‐net.tv

）で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
日
）

１０

１２

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

上
田　

篤
さ
ん

�
０
９
０－
５
１
６
４－

６
５
３
５

　
（
午
後
６
時
〜
９
時
）

　

竹
野
町
林
に
８
月
に
開
設
し
た

高
齢
者
福
祉
施
設
「
楓
の
杜
」
で

は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

▽
定
員　
　

人
１８

◆
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

▽
定
員　
　

人
２０

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

▽
定
員　
　

人
15

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
さ
い

か　

高
齢
者
福
祉
施
設
「
楓
の

杜
」
�　

－

０
１
０
１　

４８

高
齢
者
福
祉
施
設「 
楓 
の 
杜 
」

か
え
で 

も
り

　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

各
種
専
門
家
が
皆
さ
ん
の
身
近

に
出
向
い
て
経
営
相
談
を
受
け
ま

す
。

　

金
融
、
税
務
、
労
働
、
創
業
、

経
営
、
革
新
、
法
律
な
ど
あ
ら
ゆ

る
方
面
に
わ
た
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所

○　

月　

日（
金
）・
豊
岡
商
工
会

１０

２４

議
所
会
議
室
（
立
野
町
）

○　

月　

日（
金
）・
港
地
区
公
民

１１

２８

館
研
修
室
（
気
比
）

○　

月　

日（
金
）・
豊
岡
商
工
会

１２

２６

議
所
会
議
室　

※
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時　

分
〜

３０

４
時　

分
３０

▽
相
談
員　

国
民
生
活
金
融
公
庫

担
当
者
、
社
会
保
険
労
務
士
、

税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、

弁
護
士
、
本
所
経
営
相
談
員

※
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
は
、
原
則
、
担

当
弁
護
士
事
務
所
で

行
い
ま
す
の
で
、
申
込
み
受
付

後
、
相
談
日
時
を
設
定
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
商
工

会
議
所
�　

－

４
４
５
６

２２

　
　
　

－

３
１
８
０　

ＦＡＸ
２４

　

任
期
満
了
〔
平
成　

年
４
月　

２１

３０

日（
木
）〕
に
伴
う
豊
岡
市
長
選
挙

お
よ
び
欠
員
を
補
充
す
る
た
め
の

豊
岡
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
豊
岡
市
長
選
挙

▽
投
開
票
日　

平

成　

年
４
月　

２１

２６

日（
日
）

▽
告
示
日　

平
成

　

年
４
月　

日（
日
）

２１

１９

◆
豊
岡
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

▽
投
開
票
日　

平
成　

年
４
月　

２１

２６

日（
日
）

▽
告
示
日　

平
成　

年
４
月　

日

２１

１９

（
日
）

▽
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数　

２
人

（
現
在
の
欠
員
２
人
）

▽
当
選
人
と
な
っ
た
方
の
任
期

　

平
成　

年　

月　

日（
土
）

２１

１０

３１

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

�　
－

５
４
５
４

２３

第　

回
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
豊
岡
オ
ー

１２
プ
ン
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
者
募
集

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

相

談

相

談

移
動
無
料
経
営
相
談
会

豊
岡
市
長
選
挙

豊
岡
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

そ
の
他

そ
の
他

マスコットやぎの「ゆき」
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地
元
医
師
会
と
豊
岡

病
院
の
地
域
連
携
に
基

づ
く
小
児
救
急
診
療
の

　

月
の
日
程
お
よ
び
担

１０当
医
師
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
で
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

担当医師（住所）月　日

國谷正史
（養父市八鹿町）

５日
（日）

１０

月

赤松　亮
（九日市）

１２日
（日）

中沢　洋
（出石町）

２６日
（日）

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

駅
前
駐
輪
場
（
豊
岡
駅
、
竹
野

駅
、
城
崎
温
泉
駅
、
江
原
駅
、
国

府
駅
）
に
放
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
自
転
車
を
仮
置
き
し
て
い
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
申
出
の
な
い
場
合

は
、
条
例
に
基
づ
き
処
分
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
、
現
地
で
確
認
の
上
、
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
仮
置
場
所　

駅
駐
輪
場
（
各
駅

前
駐
輪
場
内
）

▽
申
出
期
限　

平
成

　
　

年
３
月　

日（
火
）

２１

２４

▽
問
合
せ　

都
市
整
備
課
都
市
管

理
係
�　

－

１
７
１
２

２３

　

城
崎
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

�　

－

０
０
０
１

３２

　

竹
野
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

�　

－

１
１
１
１

４７

　

日
高
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

�　

－

９
０
５
６

２１

　
　

月　

日（
水
）は
、

１０

１５

市
民
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

の
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
更

新
作
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
広
域
交
付

住
民
票
の
発
行
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５

２１

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

し
た
場
合
は
、
契
約
を
締
結
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
、

市
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届

　

出
制
度

▽
届
出
が
必
要
な
面
積　

・
都
市
計
画
区
域　

５
、
０
０
０

　

平
方
メ
ー
ト
ル

・
都
市
計
画
区
域

以
外
の
区
域

　

１
０
、
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

▽
問
合
せ　

県
都
市
政
策
課

　

�
０
７
８－

３
４
１－

７
７
１
１

　

ま
た
は
都
市
整
備
課
都
市
管
理

　

係
�　

－

１
７
１
２

２３

　

豊
岡
都
市
計
画
道
路
事
業（
３
・

５
・
２
号　

豊
岡
駅
立
野
線
）
の

認
可
図
書
に
つ
い
て
縦
覧
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間　

９
月　

日
〜
平
成

２５

　

年
３
月　

日
（
土
曜
日
・
日

２４

３１

曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
外
）

▽
縦
覧
場
所　

都
市
整
備
課

▽
問
合
せ　

都
市
整
備
課
計
画
整

備
係
�　

－

１
７
１
２

２３

　

市
で
は
、
規
定
に
よ
り
ご
み
処

理
手
数
料
が
免
除
に
な
る
次
の
方

に
、
後
期
分
の
ご
み
袋
を
無
料
で

交
付
し
ま
す
の
で
、
既
に
送
付
し

ま
し
た
免
除
決
定
通
知
書
を
持
参

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
･
交
付
日

・
加
齢
や
疾
病
に
よ
る
身
体
機
能

の
低
下
、
身
体
障
害
、
知
的
障

害
ま
た
は
精
神
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
に
お
い
て
長
期
に
わ

た
り
お
む
つ
等
を
使
用
し
て
い

る
方
…　

月
１
日（
水
）〜　

日

１０

１５

（
水
）

・
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
…　
１０

月
３
日（
金
）〜　

日（
金
）

１７

※
年
度
途
中
に
、
対
象
の
状
態
に

な
っ
た
場
合
は
、
随
時
、
免
除

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
交
付
場
所
・
問
合
せ　

生
活
環

境
課
生
活
環
境
係

　

�　

－

５
３
０
４
ま
た
は
各
総

２３
合
支
所
市
民
生
活
課　

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
兵
庫
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｒ
と
自

治
体
、
観
光
業
者
等
が
協
働
開
催

す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（　

月
１
日

１０

〜
平
成　

年
３
月　

日
）
に
合
わ

２１

３１

せ
、
特
急
「
は
ま
か
ぜ
号
」
の
姫

路
〜
城
崎
温
泉
間
の
往
復
増
便
を

行
い
ま
す
。

▽
実
施
日　
　

月　

日（
土
）〜　

１０

１１

１３

日（
月
・
祝
）、　

日（
土
）、　

日

１８

１９

（
日
）、　

日（
土
）、　

日（
日
）、

２５

２６

　

月
１
日（
土
）〜
３
日（
月
・

１１祝
）

▽
時
刻

▽
問
合
せ　

都
市
整
備
課
交
通
政

策
係
�　

－

１
７
１
２

２３

駅
前
駐
輪
場
の
放
置
自
転
車

を
整
理
し
ま
す

土
地
取
引
の
届
出
をお忘

れ
な
く

都
市
計
画
事
業
の

認
可
図
書
の
縦
覧

ご
み
処
理
手
数
料
免
除
に
係

る
ご
み
袋（
後
期
分
）交
付

　

月　

日（
水
）は
、

１０

１５

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん

住民基本台帳 

はまかぜ９１号

姫路→城崎温泉

１２：１７発姫路

１３：４３発江原

１４：０３発豊岡

１４：１２着城崎温泉

はまかぜ８６号

城崎温泉→姫路

９：２２発城崎温泉

９：３２発豊岡

９：４１発江原

１１：１７着姫路

特
急「
は
ま
か
ぜ
号
」の
増
便
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携
帯
電
話
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
は
、
有
害
な
情

報
や
危
険
な
誘
惑
が
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
会
社
な
ど

が
行
っ
て
い
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
」（
有
害
サ
イ
ト
を
表

示
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
サ
ー
ビ

ス
）
を
利
用
し
、
被
害
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
県
警
察
本
部
内
に
、
少

年
お
よ
び
保
護
者
の
電
話
相
談
窓

口
を
設
け
、
各
種
少
年
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
少
年
相
談
「
ヤ
ン
グ
ト
ー
ク
」

�
０
１
２
０－

７
８
６－

１
０
９

　
（
無
料
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
平
日　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時　

分
３０

▽
問
合
せ　

豊
岡
南
警
察
署　

　

�　

－

０
１
１
０

２４

　

高
校
、
短
大
、
大

学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す

る
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▽
対
象　

融
資
の
対
象
と
な
る
学

校
に
入
学
・
在
学
す
る
学
生
の

保
護
者
で
、
給
与
所
得
者
に
つ

い
て
は
、
世
帯
の
年
間
収
入
が

９
９
０
万
円
以
内
、
事
業
所
得

者
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の
年
間

所
得
が
７
７
０
万
円
以
内
の
方

※　

月
１
日
以
降
は
、
利
用
で
き

１０る
方
の
世
帯
の
年
間
収
入
（
所

得
）
上
限
額
が
引
き
下
げ
に
な

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
が
１
人

の
場
合
は
、
給
与
所
得
者
は
、

７
９
０
万
円
以
内
（
事
業
所
得

　

市
内
の
農
産
物
直
売

所
で
期
間
限
定
の
ポ
イ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。
専
用
の
カ
ー
ド

に
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
れ
ば
、
抽
選

で
旬
の
野
菜
な
ど
が
当
た
り
ま
す

の
で
、
行
き
つ
け
の
直
売
所
を
見

つ
け
て
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
く
だ

さ
い
。
カ
ー
ド
は
各
直
売
所
で
配

布
し
ま
す
。
期
間
中
に
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
直
売
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
　

月
１
日（
水
）〜　

月

１０

１２

上
旬

者
は
５
９
０
万
円
以
内
）。以
後

　

子
ど
も
の
人
数
１
人
当
た
り
１

０
０
万
円
ず
つ
加
算
し
た
金
額

（
事
業
所
得
の
場
合
は
所
得
換

算
し
た
金
額
）

▽
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
に

つ
き
２
０
０
万
円
以
内

▽
利
率　

年
２
・
６
５
％

　
（
９
月　

日
現
在
）

１０

▽
問
合
せ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
７
０－

０
０
８
６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

　

�　

－

５
３
２
１－

８
６
５
６

０３

　

郵
便
局
㈱
近

畿
支
社
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ

レ
ー
ム
切
手

「
城
崎
温
泉
外

湯
め
ぐ
り
」
を
販
売
（
関
係
地
域

限
定
販
売
）
し
ま
す
。

▽
シ
ー
ト
構
成　

１
シ
ー
ト　

円
８０

切
手
×　

枚
（　

種
類
）

１０

１０

▽
価
格　

１
シ
ー
ト
１
、
２
０
０

円
（
シ
ー
ト
単
位
で
販
売
）

▽
販
売
シ
ー
ト
数　

５
、
０
０
０

シ
ー
ト

▽
販
売
期
限　
　

月　

日（
木
）

１２

１８

▽
販
売
場
所　

但
馬
地
域
の
郵
便

局
（　

局
）
窓
口

６４

※
通
信
販
売
は
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

郵
便
局
㈱
近
畿
支
社

　

営
業
本
部（
郵
便
・
物
販
担
当
）

　

�　

－

６
９
４
４－

８
１
２
３

０６

▽
問
合
せ　

豊
岡
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
�　

－

１
０
０
１

２３

有
害
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

に
注
意
！

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の

お
知
ら
せ

農
産
物
直
売
所
で

　　
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
開
始

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

「
城
崎
温
泉
外
湯
め
ぐ
り
」

の
販
売

ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

開店日時場　　所直売所名

毎週日曜日７：３０～１１：００江野（江野そば横）郷の朝市

７：３０～１２：００（水曜日定休）�渕（中筋小学校交差点付近）加陽の朝市

毎週日曜日７：００～１０：００河谷（河谷バス停横）コウノトリのすむ里河谷朝市

毎週土曜日６：００～１２：００竹野町河内（河内バス停付近）河内ふれあい土曜朝市

毎週金曜日８：３０～１２：３０日高町祢布（日高健康福祉センター前）マロニエの里朝市

毎週土曜日７：００～１２：００出石町口小野（神美トンネル付近）小野旬菜館

毎週土曜日１３：００～１７：００但東町矢根（国道４２６号沿い）寄合の郷・円山

８：３０～１７：００（月・金定休）但東町大河内（河野辺バス停付近）旬の里のぼりお

　
　

月
か
ら
出
石
ハ
イ
ヤ
ー
但
東

１０
営
業
所
が
廃
止
に
な
り
ま
す
の
で
、

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
利
用

す
る
方
は
、
次
の
連
絡
先
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先　

出
石
ハ

イ
ヤ
ー
（
出
石
町

八
木
）

　

�　

－

２
０
０
４

５２

▽
問
合
せ　

高
年
福
祉
課

　

�　

－

０
０
５
５
ま
た
は

２９

　

但
東
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

�　

－

９
０
３
４

２１

「
外
出
支
援
」
事
業
者
の

連
絡
先
が
変
わ
り
ま
す
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10月の予定
図書館本館10月のカレンダー

土金木水火月日
4321
111098765
18171615141312
25242322212019

313029282726
■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ　http://www３.city.toyooka.lg.jp/

toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

おはなしのゆりかご
２日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

土曜としょかん
１１日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・しおりなど（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
１０日（金）申込期限

おはなし会
２５日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第７回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１９日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２
（城崎総合支所２階）　

おはなしのこべや
１１日（土）午前１０時３０分～日　時

城崎分館　おはなしのへや場　所

幼児または児童対　象

絵本の読み聞かせ・折り紙あそび内　容

３日（金）・１７日（金）午前１１時～日　時

城崎分館　おはなしのへや場　所

０～２歳児と保護者対　象

絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

いっしょにおはなし会
２日・９日・１６日・２３日・３０日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳ぐらいの幼児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８
（竹野総合支所３階）　

土曜おはなしのへや
２５日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなし玉手箱
～だーいすきっ！おいしい秋～

１１日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
児童・生徒・一般対　象
秋の食べものや遊びなどに関連した絵本の読
み聞かせ、詩や歌、おはなしなど内　容

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

絵本からのおくりもの
１１日（土）・２５日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

２６日（日）午後０時３０分～３時日　時
日高農村環境改善センター　多目的ホール場　所
４日（土）～１２日（日）午前９時～午後５時持込期間
日高農村環境改善センター　受付窓口持込場所

本のリサイクル交換会
　読み終えた本を持ち寄って交換会を行います。事前
に本の持ち込みをお願いします。

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター内）　

１日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２６日（日）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ、折り紙あそびなど内　容

おはなし会

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東市民センター１階）　

１８日（土）午前１０時３０分～日　時
但東分館　キッズコーナー場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせと工作内　容

おはなしのもり

４日（土）午前１１時～４日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん
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10月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
（日高総合支所３階） 

祖父母座談会
２９日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時
豊岡市民プラザ　練習室場　所
孫育て中のおじいさん、おばあさん２０人（先着
順）　※希望者には託児有り（１０人まで）対　象

臨床心理士　 賚 　 純雄 さん
たもう じゅんゆう

進　行
１６日（木）～２７日（月）申込期間

おやこふれあいたいむ
２７日（月）午前１０時３０分～日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
紙芝居やお手玉をします。その他、身長や体重
の計測も行います。内　容

ほっとたいむ
６日（月）・２３日（木）いずれも午前１１時～日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

唱歌や童謡を一緒に歌います。その他、身長や
体重の計測も行います。内　容

親とこどものための“ちいさなおんがっかい”
９日（木）、午後２時～３時日　時
子育て学習室場　所
乳幼児～小学生と保護者　１５０人対　象
ヴァイオリンとピアノの演奏内　容

入場には整理券が必要です。子育て総合セン
ターおよび各子育てセンターに整理券を置い
ています。

その他

おやこっこ運動遊び
１８日（土）午前１０時３０分～１１時４５分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
２歳以上の幼児と保護者　２５組（先着順）対　象
１日（水）～１６日（木）申込期間

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター２階） 

交流バス遠足
２９日（水）午前９時３０分～午後２時日　時
農村体験館（但東町赤花）場　所
就学前の乳幼児と保護者　２０組対　象
親子交流と食育学習内　容

お茶・おやつ・昼食代込み参加費（親子１組５００
円）　※ベビーカー可持ち物

１日（水）～１７日（金）申込期間

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館内） 

１４日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
フェルトや布でかわいいタペストリーを作ろう！内　容
５００円（材料費）参加費

タペストリーを作ろう

７日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
世界に１つしかないパズルを作ろう！内　容
５００円（材料費）参加費

木工パズルを作ろう

なかよし広場
１６日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦対　象
子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

子育てミニ講話
２４日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
緊急時の対処と予防のお話（けが・事故）内　容

手遊び・ダンスの会
２０日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター内） 

お母さんのための絵本講座
２３日（木）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター　和室（２階）場　所
就学前の乳幼児と保護者　１０人程度（託児有り）対　象
絵本の読み聞かせとその必要性について、絵
本の選び方など内　容

私たちのエコライフを見直そう！
６日（月）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
劇・クイズなど内　容
出石地球温暖化防止推進委員さん講　師

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
（但東中央体育館内） 

パパと遊ぼうデー「おもちゃ作り」
１１月１日（土）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者（きょうだい参加可）対　象
作ったおもちゃで遊びます。内　容

フリーマーケット
１９日（日）午前９時３０分～午後３時日　時
但東子育てセンター場　所
どなたでも対　象
日用雑貨・衣類全般内　容

子育てまつり
２６日（日）午前１０時～１１時３０分日　時
城崎健康福祉センター場　所
就学前の乳幼児と保護者、一般対　象

遊びのコーナー（魚釣り、ヨーヨー、おもちゃ作
りなど）持ち物
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
市民会館

�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）
豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）

�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）

■ロックフェスティバル

　社会人を中心としたロック系バンドのまつりです。
地元出演者に加え、ゲストに塩次伸二バンドをお迎
えします。

　１１月９日（日）
　開演１５：００（開場１４：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由
　一般１，０００円
　高校生以下５００円
　（当日券は一般１，５００円
　高校生以下８００円）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１０

月２９日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中
※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館、
図書館本館、城崎 ･竹野 ･日高地区公民館、ひぼ
こホール、但東市民センターでも購入できます。

■高橋多佳子ピアノリサイタル

　「全くまれなことだが、このピアニストに欠けてい
るものは何もない」とも評された、演奏も容姿も美
しい世界が認める高橋多佳子の流麗で感動的な音楽
をぜひ堪能ください。

　１０月２４日（金）
　開演１９：００（開場１８：３０）
◇入場料　全席自由
　一般２，０００円
　高校生以下５００円
　（当日券は各５００円増）
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

　昨年１２月のベートーヴェン「英雄」演奏に続き、世
界に名だたる及川浩治のアンコール公演です。人の
心を幸せにできるエネルギーに満ち溢た彼の「ショ
パン」をお楽しみください。

　１１月９日（日）
　開演１４：００（開場１３：３０）
◇入場料　全席自由
　一般２，０００円
　高校生以下５００円
　（当日券は各５００円増）
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

　冬を彩る名曲の数々を、色あせない歌声とアコー
スティックの響きに乗せて贈る稲垣潤一のライブを
お楽しみください。

　１１月２９日（土）
　開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　全席指定
　Ａ席５，０００円　Ｂ席４，５００円
　桟敷席（ペア）８，０００円
　（当日券は各５００円増）
◇発売開始日
　友の会９月２８日（日）
　一　般１０月８日（水）
　（各プレイガイドでも購入できます）

■稲垣潤一アコースティックライブ２００８

■ピアノの貴公子　及川浩治
　「新・ショパンの旅」ピアノリサイタル

■第５１回サロンコンサート

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽に立ち寄りください。

　１０月１３日（月・祝）開演１３：３０
◇場　所　交流サロン
◇出　演　松森美樹
◇内　容　キーボードの弾き語り
◇曲　目　自転車、Ｂｅｌｉｅｖｅなど
　　　　　オリジナル曲
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■サロン　 ｄｅ 　「読みしばい」ｖｏｌ．７
ド

　「読みしばい」とは台本を手に持って演じる朗読劇
です。「せりふ」だけでなく「ト書き」も読みます。
戯曲（お芝居の台本）の持つイメージを自由に楽し
み、魅力を味わってください。

　１０月２６日（日）開演１９：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ドラマリーディング
　　　　　体験講座のメンバー
◇内　容　近代能楽集（作・三島由紀夫）ほか
◇入場料　無料



39 広報とよおか　2008.9.25

月の主な行事 平成２０年10
October

平成２０年９月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,337 

43,231 

47,106 

31,912

（－9人） 

（＋1人） 

（－10人） 

  （－4世帯） 
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なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）（木）１６
（金）１７

第１４回全国芝居小屋会議
（１３：００～出石永楽館、～１９日）

（土）１８

竹野駅伝競走大会（８：３０～竹野公園発着）
草木染め教室（９：３０～竹野南森林公園）
２００８但東いろどりフェスタ（９：３０～但東総合支所周辺）
フリーマーケット（９：３０～但東子育てセンター）
～おいしい秋の贈り物～鳥居やすらぎ市民農
園秋の収穫祭（１０：００～鳥居やすらぎ市民農
園広場　出石町鳥居）
ギャラリートーク「子どもにとって絵を描くこととは」

（１０：００～、１４：００～伊藤清永美術館）

（日）１９

小学生サッカー教室（９：２５～各小学校グラウンド）
手遊び・ダンスの会（１０：３０～日高子育てセンター）

（月）２０

花の講習会（１０月講座）
（１４：００～日高農村環境改善センター）

（火）２１

（水）２２
はつらつクッキング教室（９：３０～豊岡市保健
センター、１１月６日・１３日・２７日）
絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（木）２３

いきいきクッキング教室（９：３０～日高農村環
境改善センター、１１月７日・２１日）
子育てミニ講話（１０：３０～日高子育てセンター）
「高橋多佳子」ピアノリサイタル（１９：００～市民会館）

（金）２４

りくゆかりの地めぐりバスツアー
（９：００～香林会館ほか）

りく女追悼法要（９：３０～香林会館）
童謡・唱歌の夕べ（１９：００～伊藤清永美術館）

（土）２５

普通救命講習会（９：００～消防本部）
台風２３号メモリアル事業
（９：３０～豊岡小学校グラウンド、図書館本館）
ひだか福祉まつり

（９：３０～日高文化体育館とその周辺）
第１１回大石りくまつり（１０：００～市街地）
子育てまつり（１０：００～城崎健康福祉センター）
もみじまつり（１０：００～蓮華寺　竹野町轟）
第１９回ちびっこカーニバル

（１０：００～日高農村環境改善センター）
第３１回邦楽と日本舞踊のつどい

（１３：００～ひぼこホール）
サロン　ｄｅ　「読みしばい」ｖｏｌ．７

（１９：００～豊岡市民プラザ）

（日）２６

おやこふれあいたいむ（１０：３０～子育て総合センター）（月）２７
（火）２８

紅葉の宴（１１：００～城崎文芸館）（水）２９
（木）３０

豊岡市美術展（９：００～総合体育館、～１１月４日）（金）３１

食育クッキング教室（９：３０～合橋地区公民館）
豊岡健康をすすめる会ソフトエアロビクス教室

（１３：３０～総合体育館）

（水）１

はつらつクッキング教室（９：３０～豊岡市保健センター）（木）２
子どものからだ育ち講座－母乳の話－

（１３：３０～豊岡市民プラザ）
ＮＨＫラジオ番組「上方演芸会」公開録音

（１８：３０～出石永楽館）
名曲の夕べ～秋色の心和む演奏会～
「白井　篤・海野幹雄・海野春絵」コンサート

（１９：００～市民会館）

（金）３

子育てフォーラム「運動遊びで脳力パワーアップ」
（１３：３０～ひぼこホール）

インターナショナルクッキング教室
（１３：３０～福住地区交流センター）

１０月１日法の日記念市民講座「あなたが裁判員に選ば
れたら？＆活かそう！ 公正証書」（１３：３０～じばさん但馬）
第３０回日高文化協会文化祭（１７：３０～日高文化体育館）

（土）４

ザ・わかもの座談会（９：００～コウノトリ文化館）（日）５
絵本の読み聞かせの会（１０：３０～日高子育てセンター）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）
シニアワーク「経理事務」パソコン講習会
（１３：００～北関西ＩＩＴメディアセンター　高屋、～２０日）

（月）６

木工パズルを作ろう（１０：００～竹野子育てセンター）
手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）

（火）７

出張年金相談・納付相談（１０：００～但東総合支所）（水）８
はつらつクッキング（９：３０～豊岡市保健センター）
親とこどものための　ちいさなおんがっかい

（１４：００～子育て総合センター）

（木）９

いきいきクッキング教室
（９：３０～日高農村環境改善センター）

豊岡市戦没者追悼式（１０：００～市民会館）

（金）１０

第１２回伊藤清永賞子ども絵画展
（９：３０～伊藤清永美術館、～２０日）

第２回たじま子どもまつり
（１１：００～県立但馬長寿の郷　養父市八鹿町）
後期公開講座「源氏物語の世界」－若菜下の巻
を読む－第２回（１３：３０～但馬国府・国分寺館）

（土）１１

ギャラリートーク「子どもにとって絵を描くこととは」
（１０：００～、１４：００～伊藤清永美術館）

出石だんじり祭り（大手前広場）

（日）１２

体育の日
とよおかスポーツフェスティバル２００８

（９：３０～但馬ドームほか）
第５１回サロンコンサート（１３：３０～豊岡市民プラザ）

（月）１３

タペストリーを作ろう（１０：００～竹野子育てセンター）
城崎秋まつり（～１５日、城崎温泉街）

（火）１４

空缶でブロック作り（１０：００～出石子育てセンター）
ボディーチェンジ
（１０：３０～竹野子育てセンター、竹野地区公民館）

（水）１５
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先人と現代の匠による伝統工芸 

城崎麦わら細工伝承館 城崎麦わら細工伝承館 城崎麦わら細工伝承館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り 9

■所 在 地　豊岡市城崎町湯島３７６‐１ 
　　　　　　�３２－０５１５ 
■開館時間　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 
■休 館 日　毎月最終水曜日（祝日・休日の場合は翌日）、 
　　　　　　年末年始（１２月３１日～１月１日） 
■入 館 料　大人 ３００円、中高生 ２００円 
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▲当館職員の奥田慎弥が
　　ご案内します。

　現代の匠が作り上げた作品を職人のプロ
フィールと共に展示しています。

▲展示「現代の作品」（１階）

　江戸期から昭和期までの作品を年表に沿って
分かりやすく展示しています。

▲展示「過去の作品」（２階）

江戸期 明治・大正期 昭和期

　城崎麦わら細工伝承館では、城崎温泉の伝統的工芸品である麦わら細工
の作品を展示しています。土蔵を改築して、平成１６年１１月に開館しました。
　城崎の麦わら細工は、享保年間（１７１６～１７３５年）、因幡の国（現在の鳥
取）から湯治に来ていた「半七」が、竹笛に赤・青・黄色の麦わらを巻き
付けて売り出したものが始まりといわれています。江戸後期には現在と変
わらないほど高い技術が確立され、色とりどりに染められた麦わらを桐箱
などに貼り付けた見事な細工が、今も受け継がれています。平成５年には
兵庫県伝統的工芸品の指定も受けました。
　館内では、麦わら細工を作る匠の技がビデオで見られます。
　皆さん、ぜひ、お越しください。

前野治郎作
「色紙箱」

小関寅雄作
「罫紙文庫」

神谷　勝作
「大文庫」


